
む
墳
丘
の
崩
落
土
で
覆
わ
れ
て
い
た
。

を
な
し
て
い
た
。
テ
ラ
ス
部
と
推
定
さ
れ
、

ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
と
黒
色
土
プ
ロ
ッ
ク
を
含

平
面
プ
ラ
ン
は
、
外
堤
側
で
は
、

ほ
ぽ
直
線
で
あ
っ
た
。

出
さ
れ
、

中
の
山
古
墳
の
調
査

中
の
山
古
墳
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
周
堀
の
形
態
や
埴
輪
の
使
用
が
不
明
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
調
査
で
は
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
墳
丘
く
び
れ
部
に
は
直
交
す

る
第

1
ト
レ
ン
チ
、
後
円
部
後
方
に
は
ほ
ぽ
主
軸
に
乎
行
し
た
第

2
ト
レ
ン
チ
、
周
堀
の

コ
ー
ナ
ー
推
定
位
置
に
は
第

3
ト
レ
ン
チ
と
二
つ
の
調
査
区
を
設
定
し
て
調
査
を
進
め
た
。

第
1
ト
レ
ソ
チ

幅
三
妍
、
長
さ
三
三
•
五
脳
の
ト
レ
ソ
チ
で
あ
る
。
墳
丘
裾
を
検
出
す
る
た
め
、

内
堀

(
S
A
)

合
土
層
が
あ
り
、
粘
性
、

中
堤

(
S
B
)

さ
ら

に
幅
一
・
五
焙
、
長
さ
―
•
五
燐
の
範
囲
を
広
げ
て
調
査
し
た
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
で
発
見

内
堀
は
、
上
幅
―
二
•
一
妍
、
下
幅
一

0
．
七
燐
を
計
り
、
底
面
は
、
平
坦
で
あ
っ
た
。

堀
底
は
、
標
高
一
七
・
ニ
脳
で
一
定
し
て
い
た
。
遺
物
は
、
第

44
図
の
第
三
層
か
ら
第
六

層
の
間
で
、

堀
底
直
上
の
堆
積
土
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
（
詳
細
は
後
述
）
。

し
ま
り
共
強
く
、
掘
り
方
の
埋
め
戻
し
版
築
土
と
み
ら
れ
た
。

内
堀
墳
丘
よ
り
部
分
で
は
、
堀
底
が
約
一
―

-
0度
の
傾
斜
で
立
ち
上
が
っ
た
後
、
緩
斜
面

ロ
ー
ム
層
を
削
り
出
し
て
成
形
さ
れ
て
い
た
。
上
幅
七
・
九
摺
、
下
幅
八
・
七
賭
で
、

一
八
以
JVI

を
計
る
。

中
堤
上
面
に
み
ら
れ
る
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
と
黒
色
土
プ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
層
は
、

-
0
心
レ
砂
程
の
厚
さ
で
、

中
堤
内
堀
側
の
肩
部
で
は
、
地
山
と
異
な
る
幅
一
・
六
妍
の
暗
褐
色
土
が
み
ら
れ
た
。

確
認
す
る
た
め
、
補
助
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
三
〇
心
レ
吟
程
掘
り
下
げ
た
結
果
、
階
段
状

の
成
形
が
行
わ
れ
た
部
分
に
盛
土
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

中
堤
の
平
面
プ
ラ
ン
は
、
内
堀
側
が
ほ
ぽ
直
線
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
外
堀
側
は
、

屈
曲
し
て
い
た
。
墳
丘
の
主
軸
と
は
平
行
せ
ず
、
若
千
北
側
に
向
か
っ
て
開
く
。

1

2

 

中
堤
上
の
中
央
部
で
、
一
基
の
土
壊

(
s
k
1
)
と
二
つ
の
ピ
ッ
ト

(
P
.
P
)
が
検
出

さ
れ
た
。
S
K
1

は
長
さ
一
・
六
六
摺
、
幅

0
•
五
五
燐
の
隅
丸
長
方
形
の
土
城
で
あ
る
。

1

2

 

P
は
、
直
径
三
六
代
妬
、
深
さ
五
三
心
iy咋、

P
は
、
直
径
三
四
心
iy砂
、
深
さ
三
九
心
iy砂
で

ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ

ク
を
多
量
に
含
ん
で
い
た
。
出
土
遺
物
は
な
か
っ
．
た
が
、
近
接
し
た
外
堀
か
ら
平
安
時
代

上
幅
八
•
一
2
J
V
l

、
下
幅
七
•
六
疑
で
、
底
面
の
標
高
は
、
一
七
・
ニ
摺
前
後
で
あ
る
。

覆
土
の
堆
稼
は
、
内
堀
と
ほ
ぽ
共
通
し
、
堀
の
最
下
層
か
ら
は
、
多
数
の
珪
藻
化
石
が
検

一
時
的
に
帯
水
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
自
然
科
学
分
析
編

参
照
）
。
中
堤
側
及
び
外
堤
側
の
斜
面
は
、

と
も
に
約
六

0
度
の
傾
斜
で
あ
っ
た
。

堀
底
直
下
に
は
一

0
心
レ
砂
強
の
厚
さ
で
、

ハ
ー
ド
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
と
黒
褐
色
粘
土
の
混

外
堀

(
S
C
)

が
あ
ろ
う
。

の
須
恵
器
坪
片
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
平
安
時
代
に
掘
ら
れ
た
可
能
性

あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
の
覆
土
は
、

い
ず
れ
も
暗
褐
色
土
で
、
下
半
は
、

さ
れ
た
遺
構
は
、
内
堀
、
中
堤
、
外
堀
で
あ
る
。

(-） 

（第

4
1
.
4
2
.
4
4
.
4
5
図）

遺

構

れ
た
盛
土
で
、
崩
れ
て
外
堀
に
流
れ
込
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

＞
 

一
部
は
外
堀
に
流
れ
込
ん
で
い
た
。
こ
の
層
は
、
中
堤
に
積
ま

中
堤
中
央
部
の
標
高
は
、
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第 1トレンチ土層断面

A .. 

6
 71 

中堤盛土 ・基盤府土層説明
盛土A．焦色帖土プロック 70% ｀バトロームプロック 30% 9/；性紅しまりやや強．
', B．ハードロームプロ ，ク 30% ,， 30％ 黙出色土40%、帖性滋しまりやや強．
9, C. 99 20% ,, 20% ,, 60%、帖性、しまり共,,'・

◆ 
A' 

19.200m 

8
0
 

第2トレンチ土層断面
A 

＼ 

サンプリング
A地点 ー

22 

坑丘盛土 ・基盤府土層説明
lJ1丘盛土A.にぶい褐色上を格慨に黙色土、貨褐色ローム、イエローハードロームのプロ ックが混在．

" B.'紅灰貨色土 (2.5Y4/2)黒色土プロック．暗褐色ロ ームプロックをill入．帖性強、しまりヽI'・

基嘘暦 I.オリープ具＼色土 (SY2/2) Ill表土と名えられる 。11,性極めて滋しまり 1皇．
" 2.やや暗いオリープ烈色J:(2.SY4/3 ・ 3/3の中1111)Ml色土プロ ックを含む．9／i性極めて性、しまりヽ9'・
" 3.にぶい貨褐色土 (IOYR 4/6がくすんだ色 ） 帖性 •I•. しまり強．
" 4.にぷい貨掲色土 I " )第3層に比ペII.I味を帯びる ．9/;性強、しまり弱．
" 5. 貨褐色ローム (JOYRS/8)帖性やや強．しまり欠．
" 6.暗褐色ローム (IOYR3/4)複数種の白色微粒-f・を多黛に含む。

會•・

A' 
rn-:t!60m 

第44図 中の山古墳土層断面図 1 (1 T ・ 2 T : 1 / ~0 ) 

第 1・ 2 ・ 3 トレ ンチ、 A 区 • B区共通土屑説明
I.オリ ープ灰色土 (2.5GY6/l) 全体に鉄斑あり 。 焼土炭化物9立 （• を少旦含む。 白色軽石9i を少量含む． 帖性中、しまり強．
2.暗 褐 色土 (IOYRJ/<) ローム拉＋を微量含む．帖性討｀しまり弱．
3.陪 褐 色土 (IOYRJ/3) ローム位子～〇ームプロ ック (¢2~3m)を少黛含む．帖性久＼しま り欠．
4.摂 褐 色 土 (IOYRJ/2) 中堤の益土の崩藉土Ill.ロームプロ ・＇クと黙色土プロ ック を多量に含む．帖性,,’、しまり"・
5.熱 褐 色 土 (IOYRJ/1) Al色土とにぷい賀褐色土の混合土眉．ローム小プロ 9 クをやや多く含む．帖性やや強、しまり中．
6. /1,¥ 色 土 (7.SYRI.7/1)色の9炎い帖土プロックを大量に含み． 0ーム拉子を少量含む．帖性強、しまり中．
6'. Ml 褐 色 土 (IOYR2/2) 6に比ぺやや明るい．帖性極めて強、しまり 中．
7.によい貨褐色土 (IOYR</3) 堀底肛上のローム質堆積土Ill.帖性さわめて強｀しまり中．
7',にぶい賞II¥色土 (IOYR</3) ロームプロ ック 、哨褐色土プロ ＇ク を含む．帖性姐しまり慎．
8.明貧褐色土 (IOYR6/8) 11り方の埋，，戻L阪築土Ill.ヽ ーヽ トロームプロ ックを主体に黙褐色帖土を混合している．帖土極めて強、しまり強．
8'．舅1賃掲色 土 (IOYR6/8) 11り方の埋め戻し土．I第8/11より大きいプロ ック (¢50-100皿）が1!1いられる． 帖性．しまりは第8層より討い．
9. Iこぷい賀褐色土 (IOYR</3) ローム粒子を少量含む．帖性久＼しまり欠．
IO.褐 色 土 (IOYR</<) '/7トロームプロ ックを多量に含む．帖性弱．しまり欠．
ll. 9行 褐 色 土 (IOYRJ/3) ハードロームプロ・ノクと11色帖土プロック を多量に含む．II,性中、しまり弱．
12.にぶい貨褐色土 (IOYR4/3) ，99型のソ フトロームプロックを多:Illこ含む。帖性やや姐しまり弱．
13. /!.1 褐 色 土 (IOYRJ/2) 小型のソ7卜及びハードロームプロ ・＇クを少量含む．帖性やや強、しまりお 隋段部盛土の崩壇土層．
14. 1こぷい賞褐色土 (IOYR5/4) 大型のハード及び'/7トロームプロ ，ク を多量に含む．帖性俎しまり中．l
IS. Iこぷい貧褐色土 (IOYR</3) ローム位子を少量含む．帖性泣しまり中．
16.1こぷい賞褐色土 (IOYRS/<) ハード及び` ／7トロームプロックを大量に含む．帖性強．しまりやや強． IIり方の埋め戻し土．
17.現代の攪乱土 コンクリート現の廃棄坑．
18.硝 褐色土 (IOYRJ/<) 溝状遺情の覆土．帖性欠．しまり欠．
19.褐 色 土 (IOYR<i<) i鼻状遺情の覆土．帖性やや投、しまりヽI'・
20. ~-1 褐 色 土 (IOYRJ/2) 黙褐色の硬いプロ ック (3~ 5-)を含む。帖性やや強、しまり強。
21` 褐 色 土 (IOYR</6) ローム及び烈色の微粒子を多量に含み、ロームプロソクを含It.帖性欠、しまり強．
22.オリ ープ褐色土 (2.SY</0 l:llllに白色パミスを含み、し立 ＇）極めて性．他は帖性欠．しまり欠．
23.暗 褐 色 士 (IOYRJ/3) 第4層に比較してロームプロ ックの含＂率が高く、全体にやや明るい ．
24．暗 褐色土 (IOYRJ/0 ロームプロ ・＇クを多量に含む．帖性欠． Lまり注．
25.暗 掲 色 土 (IOYRJ/3) ロームプロ ック及び黒色土プロ ックを多量に含む．帖性中．しまり欠．外堤の嘘土と考えられる．
26.褐 色 土 (7.SYR</<) 白色バミスを含む．帖性欠．しまり欠．
27褐 色・ 土 (IOYR</6) 白色バミスを徴量含む．帖性討．しまり中．
28. II¥ 色 土 (IOYR</6) ロームプロ ック及び黒色土プロ ックを含む。帖性中、しまり中． ゜
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A区ピット土1/'l説明
I.烈褐色土(JOYRJ/2)微細なロ ーム9if・を 多蘊に含む部分がある ． 9い性弱 ． しま ＇）ヽ l’ •
2. I.'•1 褐色土(JOY RJ/2) ロームプロックと県迅色土プロ ックを含む． 1に比ペロ ー ム含

• イr量の低い分だけ暗い．ゃゃII，竹 ・しま＇）注 ．
3.'行迅色土(JOYRJ/4)ロームプロ .,ク を多li1に含L-.II，性欠． しまりは極のて住．

B区ピ ッ ト土1吾説明
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2. 9n褐色土 (JOY RJ/4) 極めて微細な/.¥¥色土及びロ ーム9if を多 li19こ含し• • 9/it1： 弱 ．

しまり欠．
3. #.¥褐色土 (JOY ll2/3) ローム9if・を多li1に含む．11,1'.I:,;.しまり中．
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第47図 中の山古墳逍物出土位岡図 2 (A 区 • B区 ：1/150)
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第48図 中の山古墳 1T出土追物接合関係図 1(1/100) 
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第49図 中の山古墳 lT出土辿物接合関係図 2 (1/100) 
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第50図 中の山古梢 1T出土逍物接合閾係図 3(1/100) 
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上
幅
九

·

O
~
、
標
高
一
八
．

0
燐
で
、

ロ
ー
ム
層
を
削
り
出
し
て
成
形
さ
れ
て
い
た
。

ッ
ト
が
検
出
さ
れ
た
。

（
若
松
良
一
）

最
下
層
で
は
帯
水
性
の
珪
藻
化
石
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

B
区

た
が
、
据
え
付
け
る
た
め
の
掘
り
方
は
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

た
。
テ
ラ
ス
面
は
、

た
。
隅
角
部
か
ら
伸
び
る
両
辺
は
、
直
線
的
で
、

ほ
ぽ
九

0
度
で
交
わ
る
。
掘
り
方
は
、

墳
丘
と
内
堀
の
間
か
ら
は
、

ロ
ー
ム
層
を
削
っ
て
成
形
さ
れ
た
テ
ラ
ス
面
が
検
出
さ
れ

（
自
然
科
学
分
析
編
参
照
）
。
な
お
、

旧
表
土
上
面
の
標
高
は
、

一
八
・
六
四
妍
で
あ
る
。

A
区

、-）
0

て
し

t
外
堀
の
外
側
は
、
幅
一
・
ニ
脳
ほ
ど
の
乎
銅
面
を
造
り
、

幅
ニ
・
五
妍
の
一
段
高
い
テ
ラ
ス
面
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
位
置
や
断
面
の
形
態
か
ら
外
堀

第

2
ト
レ
ン
チ
（
第

4
1
.
4
3
.
4
4
図）

墳
丘
及
び
テ
ラ
ス
面

さ
ら
に
高
さ
約
一
―

-
0
代
屁
、

後
円
部
後
方
に
設
け
た
幅
三
脳
、
長
さ
二
五
•
五
烙
の
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
墳
丘
の
立

墳
丘
裾
に
堆
積
し
た
崩
落
土
を
除
去
す
る
と
、
墳
丘
が
四

0
度
の
傾
斜
で
立
ち
上
が
っ

ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
と
黒
色
土
を
混
在
し
た
盛
土
の
下
に
は
、
旧
表
土
と
考
え
ら

れ
る
黒
色
土
が
約
三

0
代
后
堆
積
し
て
い
た
。
こ
の
層
か
ら
薄
い
火
山
灰
層
が
検
出
さ
れ
、

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
榛
名
山
ニ
ッ
岳
噴
出
火
山
灰

(
F
A
)
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

-
0度
前
後
の
緩
い
傾
斜
で
堀
に
向
か
っ
て
下
が
る
。
幅
は
、
ニ
・

一
妍
で
あ
る
°
テ
ラ
ス
面
の
覆
土
か
ら
は
、
須
恵
器
や
須
恵
質
朝
顔
形
円
筒
片
が
出
土
し

内
堀

(
S
A
)

内
堀
は
、

上
幅
五
•
五
摺
、
下
幅
四
・
八
燐
で
あ
る
。
堀
底
は
、
二

0
代
垢
ほ
ど
の
埋

め
戻
し
さ
れ
た
版
築
層
が
あ
る
。
覆
土
の
堆
積
は
基
本
的
に
第

1
ト
レ
ン
チ
と
共
通
し
、

中
堤

(
S
B
)

ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
に
黒
色
土
プ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
土
層
が
わ

上
幅
六
•
五
妍
、
下
幅
四
・
一

2
い
で
、
覆
土
の
堆
稼
は
、
内
堀
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ

る
。
外
堀
の
外
側
は
幅
一
・
三
妍
の
平
坦
面
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
階
段
状
に
な
っ
て
一
五

心
レ
砂
ほ
ど
高
く
な
り
、
幅
一
・
六
い
い
（
調
査
範
囲
内
で
）

の
テ
ラ
ス
と
な
る
。

第

3
ト
レ
ン
チ
は
幅
一
賭
、
長
さ
二
六
・
―
―
―
以
加
の
ト
レ
ソ
チ
で
あ
る
。
内
堀

(
S
A
)
、

中
堤

(
S
B
)
、
外
堀

(
S
C
)
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
ト
レ
ソ
チ
で
は
外
堀
部
分
だ
け

を
完
掘
し
た
。
上
幅
は
、

下
段
が
緩
く
、

四
•
五
い
い
（
斜
距
離
の
修
正
値
）
で
あ
る
。
覆
土
は
、
他
地
点

と
同
様
で
あ
る
。
堀
底
の
標
高
は
一
七
•
三
脳
前
後
で
あ
っ
た
。

外
堀
の
隅
部
を
確
認
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
調
査
区
で
あ
る
。

A
区
は
内
堀
、

B
区
は

幅
五
燐
、
長
さ
一
三
•
五
屈
の
調
査
区
で
、
内
堀
隅
角
部
と
中
堤
の
一
部
が
検
出
さ
れ

上
段
は
、
六

0
度
で
立
ち
上
が
る
。
調
査
区
南
東
部
の
内
堀
の
一
部
に
は
、

階
段
状
の
掘
り
方
が
み
ら
れ
た
。
深
さ
は
、
中
堤
の
ロ
ー
ム
面
か
ら
で
は

0
．
八
賂
を
計

る
。
な
お
、
隅
角
部
か
ら
は
直
径
五

0
代
屁
、
深
さ
二

0
代
店
の
ピ
ッ
ト
が
検
出
れ
た
。

ほ
ぽ
幅
三
・
五
脳
、
長
さ
五
摺
の
調
査
区
で
あ
る
。
外
堀
外
側
隅
角
部
が
検
出
さ
た
。

こ
の
調
査
区
で
も
両
辺
は
、
直
線
的
で
あ
る
。
内
堀
と
同
様
、
階
段
状
の
掘
り
方
で
、

下

部
に
は
貼
り
土
が
行
わ
れ
て
い
た
。
隅
角
部
に
は
直
径
九
〇
心
レ
紗
、
深
さ
五
〇
心
レ
砂
の
。
ヒ

か
に
な
っ
た
。

匂

第

3
ト
レ
ソ
チ
及
び

A
区
．

B
区
（
第

4
1
.
4
3
.
4
5
図）

ち
上
が
り
部
、

テ
ラ
ス
面
、
内
堀

(
S
A
)
、
中
堤

(
S
B
)
、
外
堀

(
S
C
)
が
明
ら

（二）
の
外
側
に
め
ぐ
っ
て
い
た
外
堤
か
も
し
れ
な
い
。

外
堀

(
S
C
)

ず
か
に
残
っ
て
い
た
。
堆
積
状
態
か
ら
中
堤
上
の
盛
土
層
と
思
わ
れ
る
。

ロ
ー
ム
層
の
上
に
は
、
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第

4
6
.
4
7
図
に
示
し
た
各
調
査
区
に
お
け
る
遺
物
の
出
土
状
況
に
は
、
顕
著
な
偏
在
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

1
•

第
2

ト
レ
ン
チ
で
は
内
堀
に
お
い
て
集
中
的
な

分
布
を
見
せ
る
の
に
対
し
、
中
堤
・
外
堀
で
の
分
布
は
希
薄
で
あ
る
。
第

3
ト
レ
ン
チ
・

A
区
．
B

区
で
は

A
区
内
堀
に
多
少
の
分
布
を
見
る
も
の
の
、
第

1
•

第
2

ト
レ
ソ
チ
ほ

ど
の
集
中
傾
向
は
認
め
ら
れ
ず
、

そ
れ
以
外
て
は
ほ
と
ん
ど
遺
物
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
総
重
量
に
占
め
る
遺
構
ご
と
の
遺
物
重
量
の
割
合
を
見
る
と
、
第
1
ト
レ
ン
チ

内
堀

9
0
%、
第

2
ト
レ
ン
チ
内
堀

7
%、
第
1
ト
レ
ソ
チ
外
堀
、

A
区
内
堀
そ
れ
ぞ
れ

1

％
と
な
り
、
他
は

1

％
に
満
た
な
い
。
遺
物
の
集
中
傾
向
が
見
ら
れ
た
第

1
•

第
2

ト
レ

ソ
チ
内
堀
で
、
総
重
量
の

97
％
に
達
し
、
と
り
わ
け
第
1
ト
レ
ン
チ
内
堀
で
の
出
土
量
が
群

を
抜
い
て
い
る
。
単
位
面
積
当
た
り
の
出
土
遺
物
の
重
量
を
示
す
と
、
第
1
ト
レ
ソ
チ
内

喜

的

／

州

、

第

2
ト
レ
ン
チ
内
堀
い
的
／
面
で
、
他
は
全
て
ー
初
／
面
に
満
た
な
い
。

-O
 

調
査
区
ご
と
の
出
土
状
況
は
、
第

1
ト
レ
ソ
チ
で
は
墳
裾
か
ら
内
堀
中
央
ま
で
の
間
に

特
に
濃
密
な
分
布
が
見
ら
れ
、
内
堀
で
も
中
堤
寄
り
％
は
密
度
が
落
ち
る
。
中
堤
か
ら
外

い
ず
れ
も
小
片
と
な
っ
て
い
る
。

器
種
別
で
は
単
純
重
量
比
で
須
恵
質
埴
輪
壺

5
4
%、
半
須
恵
質
埴
輪
壺

2
0
%、
須
恵
質

朝
顔
形
円
筒

6
％
で
あ
り
、
三
者
の
合
計
は
総
重
量
の
八
割
に
及
ぶ
。
須
恵
器
は
通
常
焼

器
種
別
の
分
布
状
況
（
第

48
図
1
し
第

50
図
2
)
で
は
、
須
恵
質
埴
輪
壺
、
半
須
恵
質

埴
輪
壺
が
内
堀
中
央
で
個
体
ご
と
に
集
中
し
て
出
土
す
る
傾
向
が
観
察
さ
れ
、
比
較
的
原

形
を
保
っ
た
ま
ま
内
堀
に
転
落
し
た
状
況
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
須
恵
器
は
個
体
と

し
て
の
ま
と
ま
り
を
見
せ
ず
、
全
体
の
形
状
が
知
れ
る
資
料
は
少
な
い
。

接
合
関
係
で
は
、
同

一
個
体
が
最
高
七
妍
以
上
離
れ
て
存
在
し
て
お
り
、
全
体
に
遺
物

成
品

1
6
%、
赤
灰
色
焼
成
品

4
%、
円
筒
埴
輪
は

1
％
で
あ
る
。

堀
、
外
堤
に
か
け
て
は
さ
ら
に
少
な
く
、

遺
物
の
出
土
状
況
（
第

46
し

50
図）

（
若
松
良

一
）

の
移
動
は
激
し
い
。
周
堀
掘
削
後
さ
ほ
ど
の
時
問
を
経
ず
に
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
第

7
層
に
ほ
と
ん
ど
遺
物
を
含
ま
ず
、
大
部
分
が
第

6
層
以
上
第

3
層
ま
で
の
間
で
検
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
須
恵
質
埴
輪
壺
、
半
須
恵
質
埴
輪
壺
の
個
体
が
ま
と
ま
っ
て
検
出

さ
れ
る
の
は
第

6
層
中
で
あ
る
。
ま
た
、
内
堀
中
央
で
は
、
須
恵
質
埴
輪
壺
、
半
須
恵
質

埴
輪
壺
、
須
恵
質
朝
顔
形
円
筒
の
三
器
種
は
、
第

4
層
に
薄
く
、
第

3
.
6
層
に
集
中
し

て
分
布
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
垂
直
方
向
の
接
合
関
係
で
は
異
な
っ
た
土
層
間
で
の
接

第

2
卜
＞
ソ
チ
に
お
い
て
も
分
布
傾
向
は
ほ
ぽ
第

1
卜
＞
ソ
チ
と
同
様
で
あ
り
、
墳
裾

か
ら
内
堀
中
央
ま
で
の
間
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
中
堤
、
外
堤
に
は
全
く
遺
物

は
認
め
ら
れ
ず
、
外
堀
で
の
分
布
も
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
。

器
種
別
で
は
単
純
重
量
比
で
須
恵
質
埴
輪
壺

1
0
%、
須
恵
質
朝
顔
形
円
箇

3
6
%、
通
常

焼
成
須
恵
器

3
1
%、
赤
灰
色
焼
成
須
恵
器

2
1
%、
円
箇
埴
輪
2
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
1

ト
レ
ン
チ
と
比
較
す
る
と
須
恵
器
の
占
有
率
が

50
％
を
越
え
、
須
恵
質
埴
輪
壺
、
須
恵
質

朝
顔
形
円
筒
の
合
計
重
量
を
上
回
っ
て
い
る
。
須
恵
器

の
中
で
は
赤
灰
色
焼
成
品
が
四
割

を
占
め
る
。
ま
た
、
半
須
恵
質
埴
輪
壺
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
須
恵
質
埴
輪
壺
、
須
恵
質
朝

顔
形
円
箇
の
重
量
比
も
逆
転
し
て
い
る
。
さ
ら
に
須
恵
質
朝
顔
形
円
筒
の
焼
成
に
も
多
様

性
が
認
め
ら
れ
、
通
常
焼
成

4
8
%
、
赤
灰
色
焼
成

3
8
%
、
橙
色
焼
成

14
％
の
重
星
楷
成
を

示
す
。
こ
の
う
ち
赤
灰
色
焼
成
及
び
橙
色
焼
成
品
は
第

1
ト
レ
ソ
チ
に
は
見
ら
れ
な
い
。

層
位
的
に
は
第
1
ト
レ
ソ
チ
同
様
第

7
層
に
遺
物
は
見
ら
れ
ず
第

6
層
以
上
第

3
層
ま

で
に
集
中
的
に
分
布
し
て
い
る
が
、
接
合
関
係
の
判
明
す
る
個
体
は
少
な
い
。

そ
の
他
の
調
査
区
で
は
出
土
遺
物
が
少
な
く
、
有
意
な
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

円
筒
埴
輪
は
各
調
査
区
に
少
量
な
が
ら
も
存
在
し
、
他
の
遺
物
と
混
在
し
て
い
た
。

合
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
は
各
器
種
に
共
通
し
て
い
る
。
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れ
、
上
部
で
も
、

た
ら
し
い
）
後
、

カ
キ
メ
調
整
を
施
し
て
い
る
C

カ
キ
メ
調
整
は
底
部
付
近
で
は
省
略
さ

は
、
法
量
に
若
干
の
幅
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

部
外
面
で
は
、

ら
状
の
圧
痕
が
認
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
上
に
罠
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

合、

口
縁

が
、
と
び
出
し
て
出
し
そ
の
直
上
が
く
ぽ
む
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
が
、
多
く
の
場

胴
部
の
完
存
す
る
も
の
が
数
個
体
あ
る
が
、

A
類

(
5
し

17.19ー

2
0
.
2
2ー

2
3
.
2
5ー

3
1
.
3
3ー

3
5
.
3
8
し

42)

分
け
て
、
説
明
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

体
部
外
面
の
調
整
技
法
は
、
共
通
し
て
、

タ
テ
ヘ
ラ
ナ
デ
の
後
、

A
類
の
個
体
数
は
少
く
み
て
も
―
二
個
体
と
な
る
。

須
恵
質
埴
輪
壺
（
第

51
図
し
61
図
上
部
）

が
一
巡
し
て
お
り
、

回
転
台
へ
の
固
定
疲
と
推
定
さ
れ
る
。

円
筒
埴
輪
片
等
が
出
土
し
た
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
述
べ
る
が
、

中
の
山
古
墳
の
調
査
で
は
、
多
数
の
底
部
穿
孔
土
器
と
、
各
種
の
須
恵
器
片
、
若
干
の

遺

物

一
点
ご
と
の
詳
細
に
つ

い
て
は
観
察
表
を
作
成
し
て
あ
る
。
な
お
、
遺
物
出
土
位
置
図
・
遺
物
接
合
関
係
図
（
第

4
6
t
5
0
図
）
及
び
写
真
図
版
の
遺
物
に
付
し
た
番
号
は
、
実
測
図
の
番
号
と
共
通
で
あ
る
。

長
胴
の
体
部
に
外
反
し
な
が
ら
開
く
口
縁
部
の
付
く
壺
形
土
器
は
、
す
べ
て
が
、
焼
成

前
に
、
底
部
穿
孔
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
出
土
状
態
及
び
同
形
の
も
の
が
多
数
出
土
し

た
こ
と
か
ら
み
て
、
円
筒
埴
輪
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
製
作
技
法
や
形
態

に
お
い
て
、
円
筒
埴
輪
と
は
相
違
点
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

こ
れ
ら
の
遺
物

を
須
恵
質
埴
輪
壺
と
呼
称
す
る
こ
と
に
し
た
。
製
作
技
法
及
ぴ
形
態
の
違
い
か
ら
二
類
に

口
縁
部
が
直
接
、
接
合
す
る
も
の
は
な
か

っ
た
。

11
は
、
同
一
個
体
と
認
定
し
た
口
縁
部
か
ら
推
定
復
原
し
た
も
の
で
あ
る
。

復
原
器
高
は
四
六
・
八
心
レ
号
を
計
る
。
平
底
で
長
胴
の
体
部
は
、
肩
部
に
最
大
径
を
も

ち
、
倒
卵
形
に
近
い
器
形
を
呈
す
る
。
撫
で
澗
状
の
肩
部
か
ら
頸
部
に
至
っ
た
後
、

部
は
緩
や
か
に
外
反
し
な
が
ら
開
く
。
復
原
口
径
は
三
一
•
六
代
屁
で
あ
る
。

成
形
は
、
円
盤
状
の
底
部
に
接
続
し
て
、
粘
土
紐
を
巻
き
上
げ
て
い
る
。
調
整
は
、
胴

ク
テ
ヘ
ラ
ナ
デ
（
断
面
が
凹
面
と
な
る
の
で
、
先
の
丸
い
ヘ
ラ
を
使
用
し

一
次
調
整
の
タ
テ
ヘ
ラ
ナ
デ
が
残
る
部
分
が
あ
る
。
胴
部
の
内
面
は
強

底
部
は
、
焼
成
前
に
不
整
円
形
状
に
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
外
面
か
ら
の
穿
孔
で
あ
り
、

倒
立
し
て
行
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
底
部
直
上
の
外
面
に
は
幅
一
心
レ
砂
足
ら
ず
の
凹
線

胎
土
中
に
は
、
溶
解
し
た
長
石
等
の
砂
礫
を
多
董
に
含
み
、
微
細
な
雲
母
を
少
量
含
ん

で
い
る
。
須
恵
器
と
異
な
ら
な
い
焼
き
上
が
り
で
、
灰
色

(
N
4
/
0
)
を
呈
す
る

C

他
に
体
部
の
遺
存
状
態
の
良
い
も
の

(
9
し

10.12し
17.40)
が
九
点
と
、
底
部
の

大
形
破
片
が
二
点

(19し
20)
あ
り
、

こ
れ
ら
は
、
製
作
技
法
と
器
形
が

11
と
共
通
し
、

い
ず
れ
も
還
元
焼
成
で
灰
色

(
N
4

/

0
し

5
/
0
)
な
い
し
青
灰
色

(
5
B
6
/
1
)
を
呈
し
、
堅
緻
に
焼
き
上
が
っ
て
い
る
。

カ
キ
メ
調
整
を
行
っ

て
い
る
が
、

15
ぶ
、
肩
部
の
カ
キ
メ
調
整
下
に
、
平
行
叩
き
目
が
観
察
さ
れ
た
。
叩
き
目

の
あ
る
胴
部
は
、
破
片
を
含
め
た
全
出
土
資
料
中
、
唯
一
の
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
底
部
は
、
上
げ
底
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

12
で
は
特
に
著
し
い
。

ま
た
、
穿
孔
は
不
整
円
形
で
、
大
き
さ
は
一
定
し
て
い
な
い
。
外
面
の
下
端
部
は
、
粘
土

こ
の
部
分
に
指
で
ョ
コ
ナ
デ
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

9
.
1
2
.
1
5
で
は
、
下

端
部
を
、
倒
立
時
に
ヘ
ラ
で
ョ
コ
ケ
ズ
リ
し
て
い
る
。
底
面
に
は
、
篠
状
の
圧
痕
や
、

わ

5
ー

8
と

22ー

23.25ー

31.33
は
A
類
の
口
縁
部
で
あ
る
。
復
原
図

(
5ー

8
)
で

部
端
面
に
は
凹
線
が
巡
っ
て
い
る
Q

後
、
回
転
ョ
コ
ナ
デ
を
加
え
、

さ
ら
に
、

カ
キ
メ
調
整
で
仕
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

口
縁

い
斜
め
方
向
の
ナ
デ
が
断
続
的
に
施
さ
れ
て
い
る
。

口
縁
部
の
外
面
は
、

ク
テ
ハ
ヶ
調
整
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外
面
は
、

チ
ャ
ー
ト

須
恵
質
朝
顔
形
円
筒

(53
し

6
6
.
6
9
ー

70)

く
な
る
こ
と
か
ら
、
別
の
類
型
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。

法
量
は
器
高
四
八

•
O
心
レ
咋
、

が
広
い
点
と
、

る
。
こ
れ
ら
は
共
通
し
て
口
縁
端
面
に
鋭
い
凹
線
が
巡
っ
て
い
る
。

コ
ナ
デ
さ
れ
て
い
る
。

に
ぶ
い
赤
褐
色
、

50
は
褐
灰
色
を
呈
し
て
い

外
面
は
タ
テ
ハ
ヶ
調
整
後
、

施
し
て
い
な
い
。
内
面
調
整
は
、

A
類
と
共
通
し
、

ナ
ナ
メ
ュ
ビ
ナ
デ
で
あ
る
。

ロ
縁
部

カ
キ
メ
調
整
は

し
て
、
粘
土
紐
を
巻
き
あ
げ
て
い
る
。

る
。
暗
青
灰
色
を
呈
し
、
須
恵
器
と
異
な
ら
な
い
焼
き
上
が
り
で
あ
る
。

＊、、

る
カ 43

は
残
存
も
良
く
、

ほ
ぽ
完
形
に
復
原
で
き
た
。
胴
部
の
器
形
は

A
類
と
共
通
し
て
い

B
類

(
1
ー

3
.
1
8
.
2
1
.
2
4
.
3
2
.
3
6
ー

37.43
ー

52)

•
四
心
レ
屹
）
と
、4
3の
よ
う
に
か
な
り
小
さ
い
も
の

（
直
径
六
•
五
代
し
豆
）
と
が
あ
る
。

も
の

い
ず
れ
も
上
げ
底

ラ
ッ
。
ハ
状
に
、
大
き
く
外
反
し
な
が
ら
開
き
、
外
面
は
カ
キ
メ
調
整
さ
れ

コ
ナ
デ
を
加
え
、

さ
ら
に
カ
キ
メ
調
整
で
仕
上
げ
て
い
る
。

口
縁
端
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
調
整

で
、
四
角
く
整
え
ら
れ
、
端
面
は
平
坦
な
も
の

(
7
.
2
2
.
2
5
)
と
、
浅
い
凹
線
の
巡
る

(
8
.
2
3
)
と
が
あ
る
。

26
は
、
倒
立
時
に
接
地
し
た
部
分
が
つ
ぶ
れ
て
い
る
。

ロ
頸
部
の
形
態
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
頸
部
は
直
立
気
味
に
立
ち
上
が
っ
た
後
、

か
な
り
上
方
で
、
外
反
度
を
強
め
、
端
部
は
水
平
に
開
い
て
い
る
。

ャ
ー
プ
な
沈
線
が
巡
っ
て
い
る
。
成
形
法
は

A
類
と
共
通
し
、

口
縁
部
端
面
に
は
シ

上
げ
底
状
の
底
部
に
接
続

し
か
し
、
外
面
の
調
整
技
法
は

A
類
と
異
な
る
。

ク
テ
ヘ
ラ
ナ
デ
後
、
上
半
部
を
中
心
に
回
転
ョ
コ
ナ
デ
を
加
え
て
お
り
、

回
転
ョ
コ
ナ
デ
を
施
し
て
お
り
、
内
面
も
全
面
的
に
回
転
ョ

最
後
に
倒
立
し
て
、
底
部
を
外
面
か
ら
ヘ
ラ
状
の
も
の
で
穿
孔
し
て
お
り
、

胎
土
中
に
は
、
長
石
の
と
け
た
ら
し
い
白
色
の
砂
礫
を
多
量
に
含
む
ほ
か
、

そ
の
際
に
、

底
部
縁
辺
部
を
幅
広
く
、
面
取
り
状
に
ョ
コ
ケ
ズ
リ
し
て
い
る
。
こ
の
ヨ
コ
ケ
ズ
リ
の
幅

そ
の
直
上
部
に
凹
線
が
認
め
ら
れ
な
い
点
も

A
類
と
の
相
違
点
で
あ
る
。

ロ
径
三

O
・
0
心
し
砂
、
底
径
一
七
・
ニ
灼
卜
砂
を
計
る
。

に
ぶ
い
赤
褐
色

(
5
Y
R
5
/
4
)
を
呈
し
、
堅
緻
に
焼
き
上
が
っ
て
い
る
。

表
面
は
若
干
、
還
元
さ
れ
て
お
り
、
灰
白
色

(
5
Y
8
/
2
)
を
呈
す
る
部
分
も
あ
る
。

い
も
の
と
が
あ
る
が
、
大
多
数
は
、
前
述
の

11
と
同
じ
く
、

ク
テ
ハ
ヶ
調
整
後
に
回
転
ョ

て
い
る
。

カ
キ
メ
の
下
に
は
、

タ
テ
ハ
ケ
が
部
分
的
に
観
察
で
き
る
も
の
と
、
そ
う
で
な

い
ず
れ
も
、

44し
48
は
頸
部
及
び
胴
部
の
残
存
の
良
い
も
の
を
復
原
実
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、

48
が
完
全
な
土
師
質
で
あ
る
ほ
か
は
、
還
元
度
の
低
い
、
赤
灰
色
や
灰
白
色
を
呈

す
る
も
の
で
あ
る
。
成
形
及
び
調
整
技
法
は
前
述
の

43
と
共
通
し
て
い
る
。
法
量
的
に
は

若
干
の
幅
が
あ
り
、

44し
46
は
43
よ
り
一
ま
わ
り
小
さ
い
。
底
部
は
、

状
に
な
っ
て
い
る
。
底
部
の
穿
孔
は

47
の
よ
う
に
大
き
く
開
け
ら
れ
る
も
の
（
直
径
一
〇

18
は
底
部
付
近
だ
け
の
残
存
だ
が
、
外
縁
部
の
ヨ
コ
ケ
ズ
リ
の
特
徴
か
ら

B
類
と
判
断

し
た
。
還
元
が
十
分
で
、
暗
灰
色
を
呈
し
、
須
恵
器
と
異
な
ら
な
い
焼
き
上
が
り
で
あ
る
。

ー
ー

3
.
2
1
.
2
4
.
3
2
.
4
9
l
5
0
は
口
縁
部
で
あ
る
。

3
は
50
％
と
残
存
率
が
高
い
。

器
形
及
び
法
量
が
前
述
の

43
に
酷
似
し
て
お
り
、
端
面
に
沈
線
の
巡
る
点
も
共
通
し
て
い

ー
は
端
部
が
水
平
に
開
か
ず
、

3
ゃ
43
と
は
器
形
が
異
な
る
。

い
凹
線
の
巡
る
点
に
共
通
性
を
見
出
し
う
る
。
暗
茶
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

2
1
.
2
4
.
3
2
は
完
全
な
還
元
焼
成
品
で
、
暗
青
灰
色
な
い
し
青
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。

一
方
、

49
と
50
は
還
元
度
が
低
く
、

49
は、

し
か
し
、
端
面
に
、
鋭

B
類
の
個
体
数
は
、
赤
味
を
帯
び
、
遺
存
の
よ
い

43し
48
と
、
還
元
度
の
高
い

1
し

3

か
ら
と
、
最
低
九
個
体
を
数
え
る
。
な
お
、

4
は
カ
キ
メ
を
用
い
な
い
点
で
は

B
類
と
共

通
し
て
い
る
が
、
外
面
整
形
に
叩
き
の
用
い
ら
れ
る
例
で
、
器
形
が
異
な
り
、
頸
部
が
細

56
は
ほ
ぽ
完
形
に
復
原
で
き
た
。
形
態
及
び
製
作
技
法
に
朝
顔
形
円
箇
埴
輪
と
の
関
連

礫
、
酸
化
鉄
粒
、
輝
石
、
白
色
。
ハ
ミ
ス
等
を
含
ん
で
い
る
。
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施
さ
れ
る
が
、
内
面
調
整
は
、

56
と
異
な
り
、

カ
キ
メ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
、
精

54ー

5
5
.
5
7
し

60
は
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
前
述
の

56
と
共
通
し
た
器

胎
土
は
精
選
さ
れ
て
い
て
、
砂
粒
を
ほ
と
ん
ど
含
ん
で
い
な
い
。

緻
で
あ
る
。
表
面
は
降
灰
に
よ
っ
て
黒
色
の
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。

向
の
ナ
デ
、

が
顕
著
で
あ
る
。
頸
部
に
は
、

い
っ
た
ん
、

器
形
は
円
筒
形
の
胴
部
か
ら
撫
で
肩
の
肩
部
を
へ
て
、
く
び
れ
、
直
立
気
味
の
長
い
頸

部
を
へ
て
、

・
ニ
代
妬
、

ロ
縁
部
で
、
緩
や
か
に
外
反
し
て
開
く
も
の
で
あ
る
。
法
量
は
、
器
高
四
五

ロ
径
二
七
•
五
心
レ
咋
、
底
径
一
九
•
O
心
レ
砂
を
計
る
。

成
形
は
、
基
底
部
か
ら
粘
土
紐
の
巻
き
上
げ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
器
壁
の
凹
凸

ロ
縁
部
内
面
は
丁
寧
に
、

ョ
コ
ナ
デ
調
整
を
施
し
て
、
乾
燥
の
進
ん
だ

段
階
で
口
頸
部
を
接
合
し
て
い
る
。
底
部
は
内
側
に
向
か
っ
て
、
厚
く
な
っ
て
い
る
。

調
整
は
、
胴
部
外
面
で
は
、
上
か
ら
下
ヘ
タ
テ
ハ
ケ
を
施
す
が
、
肩
部
だ
け
は
、
平
行

叩
き
（
原
体
は
木
目
に
直
交
し
た
刻
み
を
も
つ
）
を
用
い
て
い
る
。
胴
部
の
中
ほ
ど
に
は

直
径
二
心
レ
砂
程
の
小
円
孔
が
対
向
し
て
一
対
、
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

は
、
二
条
の
ユ
ビ
ナ
デ
凹
線
が
巡
っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
に

ロ
頸
部
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
の
後
、
上
半
部

を
回
転
ョ
コ
ナ
デ
で
擦
り
消
し
て
い
る
。
中
ほ
ど
の
位
置
に
は
、
三
条
の
ヨ
コ
ナ
デ
凹
線

が
巡
っ
て
い
る
。
こ
の
凹
線
の
上
部
に
は
、
振
幅
の
大
き
い
波
状
文
が
施
文
さ
れ
て
い
る
。

体
部
内
面
は
、
全
面
に
強
い
ナ
ナ
メ
ナ
デ
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
強
く
、

か
つ
、
短

い
単
位
の
も
の
で
、
削
っ
た
か
の
よ
う
な
凹
み
と
な
っ
て
い
る
。
頸
部
内
面
は
雑
な
縦
方

回
転
ョ
コ
ナ
デ
さ
れ
て
い
る
。

口
縁
端
部
は
ヨ
コ

ナ
デ
に
よ
っ
て
、
内
外
の
角
が
尖
り
、
端
面
に
は
凹
線
が
巡
っ
て
い
る
。

焼
成
は
完
全
な
還
元
炎
に
よ
る
も
の
で
、
暗
灰
色

(
N
3
/
0
)
を
呈
し
、
極
め
て
堅

形
を
も
ち
、
端
部
の
形
状
も
、
類
似
性
が
高
い
。
外
面
に
は
、
振
幅
の
大
き
い
波
状
文
が

性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
須
恵
質
朝
顔
形
円
筒
と
呼
称
す
る
こ
と
に
し
た
。

い
わ
ゆ
る
白
色
針
状
物
質
が
観
察
さ
れ
た
。

シ
ャ

選
さ
れ
て
お
り
、
白
色
。
ハ
ミ
ス
、
酸
化
鉄
粒
、
雲
母
が
微
か
に
含
ま
れ
て
い
る
点
で
共
通

し
て
い
る
。
焼
成
程
度
や
色
調
に
は
差
が
あ
り
、

5
4
.
5
5
.
5
7
.
5
9
は
暗
灰
色

(
N
3
/

0
)
な
い
し
青
黒
色

(
5
p
G
2
/
1
)
を
呈
し
、
堅
緻
に
焼
き
上
が
っ
て
い
る
が
、

58

は
瓦
質
の
焼
き
上
が
り
、

60
は
灰
赤
色
を
呈
す
る
が
、
良
好
な
焼
ぎ
上
が
り
で
あ
る
。

53.61し
66.69ー

70
は
体
部
の
破
片
で
あ
る
。
肩
部
か
ら
胴
上
半
部

(61ー

65)
にこ

は
56
と
共
通
す
る
平
行
叩
き
が
施
さ
れ
て
い
る
。
胴
部
中
ほ
ど
の
部
位

(
5
3
.
6
2
i
6
3
)

に
は
、
推
定
直
径
三
•
五
心
レ
砂
の
小
円
孔
が
穿
孔
さ
れ
て
い
る

0
6
9は
胴
部
で
、
中
ほ
ど

に
二
条
の
ユ
ビ
ナ
デ
凹
線
が
巡
る

0
7
0
は
底
部
で
、
基
底
部
は
内
側
に
厚
く
な
っ
て
い
る
。

な
お
、

66
と
70
の
胎
土
中
に
は
、

須
恵
器

(71
し
72.
刀
し
115)

71
は
蓋
坪
の
身
で
あ
る
。
小
片
か
ら
の
復
原
実
測
で
あ
る
が
、

ロ
径
は
一
四
代
謡
前
後

と
な
る
。
立
ち
上
が
り
部
は
短
く
、
内
傾
し
て
い
る
。
比
較
的
丁
寧
な
製
作
だ
が
、

ー
プ
さ
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
、
現
存
部
に
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
体
部
外

面
に
自
然
釉
が
か
か
り
、
黒
色
の
光
沢
面
と
な
っ
て
い
る
。
胎
土
は
精
良
で
あ
る
。

100
は
長
脚
二
段
二
方
透
し
の
高
坪
脚
部
で
あ
る
。
節
帯
の
上
部
は
カ
キ
メ
調
整
が
施
さ

れ
て
い
る
。
軟
質
で
、
外
面
は
暗
青
灰
色
、
器
肉
は
明
赤
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
胎
土
に

ほ
砂
礫
を
や
や
多
く
含
ん
で
お
り
、
長
石
、
石
英
、
雲
母
、
白
色
パ
ミ
ス
が
観
察
さ
れ
る
。

101
は
器
台
の
脚
部
と
み
ら
れ
る
。
外
面
は
カ
キ
メ
調
整
が
施
さ
れ
、
長
方
形
（
台
形
に

近
い
）
透
が
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
―
―
一
方
に
開
く
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
焼
成
は
良
好
で
青

灰
色
を
呈
し
て
い
る
。
胎
土
中
に
は
砂
礫
を
や
や
多
く
含
ん
で
い
る
。

102
は
高
坪
の
脚
部
と
推
定
し
た
が
、
現
存
部
に
透
孔
は
認
め
ら
れ
な
い
。
円
箇
状
の
脚

柱
部
を
も
ち
、
裾
部
は
ラ
ッ
パ
状
に
開
く
。
脚
端
部
に
は
明
瞭
な
凹
線
が
巡
っ
て
い
る
。

内
外
の
調
整
が
雑
で
、
器
表
に
粘
土
し
わ
が
残
る
。
底
径
は
一
―
―
―
・
ニ
心
iy炉
を
計
る
。
焼
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成
は
良
好
で
、
灰
色
を
呈
す
る
。
胎
土
に
は
砂
礫
を
や
や
多
く
含
み
、
溶
解
し
た
長
石
と

77
は
復
原
口
径
四
九
和
レ
砂
を
計
る
大
甕
の
口
縁
部
で
、

口
唇
部
は
内
鑓
し
、
先
端
が
鋭

く
尖
る
。
四
本
の
凸
帯
問
に
は
振
幅
の
小
さ
い
波
状
文
が
巡
っ
て
い
る
。
灰
色
を
呈
し
、

7
8は
復
原
頸
部
径
三
七

•
O
心i
y砂
を
計
る
大
甕
の
頸
部
で
、
断
面
三
角
形
の
補
強
凸
帯

が
巡
っ
て
い
る
。
外
面
は
褐
灰
色
、
器
肉
は
に
ぶ
い
赤
褐
色
を
呈
し
、
還
元
度
の
低
い
焼

成
で
あ
る
。
胎
土
に
は
礫
を
少
量
含
み
、
長
石
、

石
英
、
雲
母
が
観
察
さ
れ
る
。

72
は
別
個
体
の
頸
部
補
強
凸
帯
甕
片
で
、
緑
灰
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

79ー

81
と

83
は
同
一
個
体
の
大
甕
胴
部
片
で
、
復
原
径
は
一
3
が
近
い
。
外
面
は
目
の
粗

い
平
行
叩
き
が
施
さ
れ
、
内
面
に
は
同
心
円
状
の
当
て
具
痕
が
残
さ
れ
て
い
る
。

75
と

76
は
第

2
ト
レ
ソ
チ
出
土
の
同
一
個
体
片
で
、
復
原
胴
部
径
は
一
妍
近
い
。
焼
成

は
良
好
だ
が
、
還
元
度
は
低
く
、
外
面
は
オ
リ
ー
プ
灰
色
、
器
肉
は
橙
色
を
呈
す
る
。

103し
112
に
は
甕
の
口
緑
部
の
内
、
特
徴
的
な
も
の
を
掲
載
し
た
。

103
と
107
に
は
細
か
い

波
状
文
が
簾
状
文
の
よ
う
に
止
め
な
が
ら
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
施
文
さ
れ
て
い
る
。

04
と

05
は
口
唇
部
の
沈
線
の
下
に
、
緩
や
か
で
、
整
っ
た
波
状
文
が
施
文
さ
れ
て
い
る
。

0
4．
の
復
原
口
径
は
三
九
•
六
心
レ
低
で
あ
る
。
共
に
胎
土
に
は
砂
礫
を
多
く
含
む
。

06
は
頸
部
の
復
原
径
が
一
六
代
品
を
計
る
小
型
甕
の
口
縁
部
で
あ
る
。
振
幅
の
小
さ
い

波
状
文
が
、
外
面
の
ほ
か
、
内
面
に
も
施
文
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
中
に
粗
砂
を
含
む
。

08
の
復
原
口
径
は
三
二
心
レ
砂
を
計
る
。
口
縁
端
部
が
四
角
く
収
め
ら
れ
て
い
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。
波
状
文
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
施
文
さ
れ
て
い
る
。
内
外
面
と
も
平
滑
で
、
丁

寧
な
製
作
で
あ
る
。
色
調
は
黒
色
に
近
く
、
極
め
て
堅
緻
で
あ
る
。
胎
土
は
精
良
。

09
は
、
外
面
に
三
段
に
わ
た
っ
て
櫛
歯
刺
突
文
が
施
文
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
精
良
で
、

焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
胎
土
は
長
石
等
の
砂
礫
を
や
や
多
く
含
む
。

雲
母
が
観
察
さ
れ
る
。

ん
で
い
る
。

（
若
松
良

一
）

焼
成
も
良
く
、
灰
色
を
呈
し
、
降
灰
に
よ
る
黒
色
光
沢
部
分
が
あ
る
c

111
は
沈
線
に
は
さ
ま
れ
る
部
分
に
、
木
口
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
が
施
文
さ
れ
る
例
で

あ
る
。
胎
土
中
に
細
砂
を
含
み
、
焼
成
は
極
め
て
堅
緻
で
、
灰
白
色
を
呈
す
る
。

85ー

93.95ー

98
は
中
型
の
甕
の
胴
部
破
片
で
あ
る
。

目
文
、
内
面
に
は
当
て
具
の
同
心
円
文
が
残
る
。
こ
の
う
ち
、

85ー
87
と
95ー

98
に
は
、

カ
キ
メ
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る

0
8
8ー

92
は
細
か
い
木
目
に
直
交
し
た
刻
み
目
を
も
つ
特

徴
的
な
工
具
に
よ
っ
て
叩
ぎ
整
形
し
た
も
の
で
あ
る
。
焼
成
が
良
く
、
表
面
に
降
灰
に
よ

る
自
然
釉
の
付
着
す
る
も
の
が
多
い
点
と
、
胎
土
が
精
選
さ
れ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い

93
は
外
面
に
焼
台
の
溶
着
し
た
例
で
あ
る
。
須
恵
器
坪
蓋
の
天
井
部
に
は
回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
が
認
め
ら
れ
る
。
本
体
の
胎
土
に
は
長
石
礫
と
雲
母
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
。

99
は
小
型
の
球
形
胴
を
も
つ
壺
の
破
片
で
あ
る
。
焼
成
は
極
め
て
良
好
で
、
緑
黒
色
を

呈
し
、
厚
く
自
然
釉
が
お
お
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ス
コ
形
土
器
の
可
能
性
が
あ
る
。

6

6

 

円
筒
埴
輪

(
6
8
.
1し
2
)

1

1

 

い
ず
れ
も
土
師
質
の
焼
成
で
、
橙
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。
外
面
調
整
は
タ
テ
ハ
ケ

で
あ
る
。
極
め
て
低
平
な

M
字
形
凸
帯
を
も
つ
も
の

(68.117.118.119.121.124
と
）
、

台
形
に
近
い
凸
帯
を
も
つ
も
の

(120.122)
、
三
角
形
状
の
凸
帯
を
も
つ
も
の

(123)
が

あ
る
。
透
孔
は

17
が
円
形
、

20
は
水
平
に
切
ら
れ
て
お
り
、
長
方
形
の
可
能
性
が
あ
る
。

122
と

126
の
胎
土
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
白
色
針
状
物
質
が
確
認
さ
れ
た
。

形
象
埴
輪

(67)

円
筒
部
に
粘
土
板
を
貼
り
付
け
て
お
り
、
器
財
形
埴
輪
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
。
明
赤

褐
色
を
呈
し
、
胎
土
中
に
は
、

る
。
こ
の
う
ち
、

88
と

92
の
胎
土
中
に
は
、

い
わ
ゆ
る
白
色
針
状
物
質
が
確
認
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
外
面
に
は
平
行
叩
き

チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
結
晶
片
岩
な
ど
の
砂
礫
を
多
量
に
含
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第51図 中の山古墳出土遺物 1 (1 -4 :須恵質埴輪B類 5 :同A類）
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- 94 -



ミ
;• 

呈

ご・
9 ぶ

}．．>・返戸豆・:：

西考ざ

贔ごぶ I I 
10 

訣t•← .
1• ぷ ・ヽ

ヘ9’・；・. .. ,;.,,; ..ヽ ・．． 

竺五竺ご翌
,,ふ'9̂-←’→·←---—ク

y
'
〗・・
[
:
〗
.
〗
.
，
’

•••
•• 

，
 

•••• 

ぃ
．．．．．．．
．
 
，‘，' 

＼
 

>
ふ乙怠
逗石祀らt

1 1 

10cm 

第53図 中の山古墳出土辿物 3 (10-11:須恵質埴輪壺A類）
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番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

中の山古墳出土遺物観察表

凡 例

1.胎土は精良 ・硯を多量に含む ・礫を少量含むの 3段階に分類した。礫を多量に

含むは「礫多」、礫を少量含むは「礫少」と略称 した。

2.焼成は焼けしまりの程度から、軟質 ・普通 ・堅緻の 3段階に分類 した。

3. 色調は新版標準土色帖 （小山・ 谷原、日本色研、昭和45年）によった。

種 別 胎土 焼成 色 調 成形 ・調整その他の特徴

須恵質埴給壺 B類口縁部 礫多 堅緻 黄灰色 (2.5 Y 4/1) わずかに外反。 口唇端面に凹線。カ キメ無し。

＂ ＂ 
II 暗灰色 (N3/0) 外面タテハケ後、回転ヨコナテ~。カ キメ無し 。

II 

＂ 
II 暗青灰色 (5B 3/1) 外反強〈、口唇端面に凹線。カキメ無し 。

II II II 暗灰色 (N3/0) 頸部は細く、直線的に開〈。タタキ成形。

須恵質埴輪壺A類口緑部 ＂ 
II 灰色 (N6/) 帷i〈外反し、他に比ペロ径大。外面カキメ 。

II 

＂ 
II 暗青灰色 (5B 3/1) わすかに外反。口唇端面に凹線。外面カキメ。

＂ ＂ 
II 青黒色 (SBG2/l) わすかに外反。口唇端面は平坦。外面カキメ。

＂ 
II II 青黒色 (5B G 2/1) 独〈外反。 口怪端面は平坦。外面カキメ 。

須恵質埴輪壺 A類胴部 II II 灰色 (N4/0) 胴部中央に補修痕。外面タテナデ後カキメ 。

＂ ＂ ＂ 灰色 (N4/0) 外面タテナテ後カキメ 。肩部にヘラによる沈線。

須恵質埴輪壺A類 II 

＂ 灰色 (N4/0) ロ縁部はタテハケ、 /Jl•l部はタテナデ後カキメ 。

須忠質埴輪壺A類胴部 ＂ 
II 青灰色 (5B6/1) 外面タテナデ後カキメ 。一部にヘラケズリ 。

＂ ＂ 
II 灰色 (N5/0) 外面タテナテ後カキメ 。 内面に輪栢痕。

II II II 灰色 (N4/0) 外面タテナテ後カキメ 。肩部内面に輪梢痕。

II 

＂ 
II 灰色 (N4/0) 外面タテナテ後カキメ 。肩部にタタキメ 。

II 

＂ ＂ 灰色 (N5/0) 胴部タテナテ後カキメ。頸部ナテ＇。口縁カキメ。

II II II 灰色 (N4/0) 外面タテナテ後カキメ 。一部にケズリ 。

須恵質埴輪壺 B類底部 II II 暗灰色 (N3/0) 外面タテナテ。t出底部ヘラケズリ 。

須忠例埴輪壺A類底部 II II 暗灰色 (N3/0) 外面タテナテ後カキメ 。基底部回転ヨコナデ。

II II 

＂ 暗灰色 (N3/0) 外面タテナテ後カキメ 。

須恵質埴輪壺B類口緑部 II 

＂ 暗青灰色 (5B 4/1) 口唇端面に凹線。外面タテハケ後回転ヨコナデ。

須恵質埴輪壺A類口縁部 II II 賠灰色 (N3/0) 口唇端面は平Jjl。 外面タタキ後カキメ 。

II 

＂ 
II 暗青灰色 (5PB4/1) 口唇端励に凹線。外而タテハケ後カキメ。

須忠質埴輪壺 B類口縁部 II II 青黒色 (582/1) 口唇端面に凹線。外面タテハケ後回転ヨコナテ。

須恵質埴輪壺 B類口縁部 II II 暗灰色 (N5/0) 口唇端而は平知。外面タテハケ後カキメ 。

-1⑱-

出土位罰

lTSA 

＂ 
II 

II 

II 

II 
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＂ 
II 
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＂ 
II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

＂ 



番号 種 別 胎土 焼成 色 調 成形・調整その他の特徴 出土位覆

26 須恵質埴輪壺A類口縁部 礫多 堅緻 灰色 (N5/0) ロ昏端面に凹線。外面タテハケ後カキメ 。 lTSA 

27 II 

＂ 
II 灰色 (N4/0) 口唇端面に凹線。外面カキメ 。 II 

28 ＂ 
II 

＂ 青黒色 (10B G 2/1) 口唇部寄りの器肉は薄く、端面は狭い。 II 

29 II 

＂ ＂ 灰色 (N6/0) 口唇端面に凹線。外面タテハケ後カキメ 。 II 

30 ＂ 
II 

＂ 灰色 (N4/0) 口唇端面に凹線。外面タテハケ後カキメ。 II 

31 ＂ ＂ ＂ 灰色 (N6/0) 外面タテハケ後カキメ 。 ＂ 
32 須恵質埴輪壺B類口緑部 ＂ ＂ 灰色 (N4/0) 外面ヨコナデ後カキメ 。 ＂ 
33 須恵質埴輪壺A類口縁部 II 

＂ 暗灰色 (N3/0) 口悟端面に凹線。外面タテハケ後回転ヨコナデ。 II 

34 須恵質埴輪壺A類頸部 ＂ ＂ 灰色 (N4/0) ロ縁部回転ヨコナデ後カキメ 。胴部カキメ 。 /I 

35 須恵質埴輪壺A類胴部 ＂ ＂ 
灰色 (N5/0) 外面タテナデ後カキメ 。 ＂ 

36 須恵質埴輪壺B類頸部 ＂ ＂ 黒色 (N2/0) ロ縁部回転ヨコナデ。胴部タテナデ後カキメ。 ＂ 
37 ＂ 

II 

＂ 灰色 (N5/0) 外面タテナデ後回転ヨコナデ。カキメを施さず。 ＂ 
38 須恵質埴輪壺A類胴部 ＂ ＂ 灰色 (N4/0) 頸部回転ヨコナデ。胴部タテナデ後カキメ 。 ＂ 
39 II II II 灰色 (N5/0) 外面タテナテ後カキメ 。内面に輪梢痕。 ＂ 
40 II 

＂ ＂ 暗灰色 (N3/0) 外面タテナデ後カキメ 。胴部に亀裂の補修痕。 ＂ 
41 須恵質埴輪壺A類底部 ＂ ＂ 灰色 (N5/0) 外面タテナデ後カキメ 。底部付近回転ヨコナデ。 ＂ 
42 ＂ ＂ ＂ 灰色 (N5/0) 外面タテナデ後底部付近回転ヨコナデ。 II 

43 須恵質埴輪壺B類 ＂ 
II にぷい赤褐色(5YR5/4) 口緑タテハケ後、胴部タテナデ後ヨコナデ。 ＂ 

44 須恵質埴輪壺B類胴部 ＂ ＂ 赤灰色 (IOR4/2) 頸部タテハケ後、胴部ケズリ後回転ヨコナデ。 ＂ 
45 ＂ ＂ ＂ 緑灰色 (lOGY6/1) 頸部タテハケ後回転ヨコナデ。胴部回転ヨコナデ。 // 

46 ＂ 
II II 灰白色 (5Y7/2) 外面タテナデ後、部分的に回転ヨコナデ。 II 

47 II II II 灰白色 (5Y 7 /1) 外面タテナデ後、上半部に回転ヨコナデ。 II 

48 II II II 橙色 (5Y R6/6) 外面タテナデ、底部付近ヨコケズリ後ナテ'。 l l 

49 須恵質埴輪壺B類口緑部 II 

＂ にぶい赤褐色(2.5YR5/3) ロ悟端面に凹線。外面タテハケ後回転ヨコナデ。 ＂ 
50 ＂ 

II II 褐灰色 (5YR4/l) 口唇端面に凹線。外面タテハケ後回転ヨコナデ。 II 

51 須恵質埴輪壺B類頸部 II 

＂ にぶい赤褐色(5Y RS/4) 頸部胴部共外面回転ヨコナデ。 II 

52 須恵質埴輪壺B類底部 ＂ ＂ 灰白色 (5Y7/2) 外面タテナデ。底部付近ヨコケ ズリ後ナテ＇。 ＂ 
53 須恵質朝顔型円筒胴部 精良 ＂ 青灰色 (5BG6/l) 外面タテハケ後2条の平行沈線。径3.5cmの透孔。 II 

54 須恵質朝顔型円筒口縁部 ＂ 
II 暗灰色 (N3/0) 外面回転ヨコナデ後、 2条の平行凹線、i尻1人文。 II 

55 II 

＂ 
II 青黒色 (5B2/1) 外面回転ヨコナデ後、2条の平行凸帯、i皮状文。 II 

56 須恵質朝顔型円筒 II II 暗灰色 (N3/0) 口緑部に波状文と凹線、胴部に凹線と透孔。 II 

57 須恵質朝顔型円筒口緑部 ＂ 
II 脊灰色 (5B 5/1) 外面ヨコナデ後、波状文。内面にカキ メ。 2TSA 

58 II II II 暗青灰色 (5P84/1) 外而ヨコナデ後波状文。内而にカキメ 。 II 

59 ＂ 
II II 青黒色 (SPG2/l) 外面ヨコナテ後波状文。内面にカキメ 。 II 

60 II II 

＂ 灰赤色 (10R 5/2) 外面ヨコナデ後波状文。内面に カキメ 。 ＂ 
61 須恵質朝顔形円筒頸部 ＂ ＂ 脊灰色 (SBGS/1) 擬口縁成形後口縁部を接合。 外面に タタ キメ 。 ＂ 

- 109-



番号 種 別 胎土 焼成 色 調 成形 ・調整その他の特徴 出土位沼

62 須恵質朝顧形円筒胴部 粕良 堅緻 青灰色 (5B 5/1) 擬LI緑成形後口緑部を接合。胴部に透孔。 2TSA 

63 II 

＂ 
II 橙色 (7.5YR7/6) 外面にタタキメ 。内面に対応する圧痕。透孔。 II 

64 II 

＂ 
II 暗灰色 (N3/0) 外面にタタキメ 。下半はタテハケ。 II 

65 II 

＂ 
II にぶい赤褐色(5Y R5/3) 外面にタタキメ 。内面に輪梢痕。 II 

66 ＂ ＂ ＂ 
にぷい赤褐色(5YR5/3) 外面タテハケ。白色針状物質を含む。 II 

67 形象埴輪 礫多 普通 明赤褐色 (2.SYRS/8) 円筒本体に粘土を貼付。器財埴輪の類か。 II 

68 普辿I:Y筒埴輪 II 昭緻 明赤褐色 (2.5Y RS/8) 外面タテハケ。内面ナナメハケ。凸帯は低平。 II 

69 須恵質朝頻形円筒胴部 粕良 ＂ 脊黒色 (5B 2/1) 外面タテハケ。2条の平行凹線。内而に綸柏痕。 II 

70 須恵質朝頻形円筒底部 II 軟牧 にぶい橙色(7.SYR7/4) 外面タテハケ。払底部は肥厚し、底面は平担。 II 

71 須忠器蓋杯 II 堅緻 灰色 (N6/0) 外面回転ヨコナテ。下半部に自然釉。 II 

72 須心器大梨頸部 礫多 ＂ 緑灰色 (10GY6/1) 頚部に補強凸幣。外面ナテ。胴部内1ffiに当具痕。 II 

73 土帥器甕口緑部 ＂ ＂ 橙色 (5YR6/6) 内外面ともヨコナデ。布の条痕が認められる 。 ＂ 
74 須忠質朝船／f印円筒頸部 粘良 ＂ 灰色 (5Y 4/1) 頚部成形ハケ調整後、外面に貼り足しタテナデ。 II 

75 瑣忠器大猥胴部 礫少 II オリープ灰色(5GY6/l) 外而に平行タタキメ 。内面に当具痕。 ＂ 
76 II II II オリープ灰色(5GY6/l) 外l(Iiに平行タタキメ 。内面に当具痕。 II 

77 須恵器大甕口縁部 礫多 ＂ 灰色 (7.5 Y 5/1) ロ緑内111IIに凹面。外而に凸幣、波状文。 1 TS A 

78 須恵，器大痰口緑～頸部 礫少 II 褐灰色 (IOY R6/l) 頚部に補強帯。外面に凸帯、波状文。 II 

79 須恵器大猥胴部 ＂ ＂ 灰色 (7.5 Y 4/1) 外面に平行タタキメ 。内面に当具痕。 II 

80 ＂ ＂ ＂ 灰色 (7.5 Y 4/1) 外面に平行タタキメ 。内面に当具痕。 ＂ 
81 II 

＂ ＂ 灰色 (7.5 Y 4/1) 外面に平行タタキメ 。内面に当具狼。 ＂ 
82 須必器911¥'!猥胴部 ＂ 

II 灰色 (N4/0) 外而に平行タタキメ。内面に当具痕。 II 

83 須恵器大狭胴部 II II 褐灰色 (7.5YR4/l) 外面に平行タタキメ 。内而に当具艇。 II 

84 ＂ 
II II 灰色 (N5/0) 外1(11に平行タタキメ 。内面に当具痕。 ＂ 

85 クJai!.¥!: 1器 1•P 籾 t1翡l•I 音II
＂ 

II 灰色 (N5/0) 外面タタキ後カキメ 。内面当具痕をヨコナデ。 ＂ 
86 II 礫多 ＂ 灰色 (N6/0) 外面タタキ後カキメ 。内面に当具痕。 II 

87 ＂ ＂ ＂ 灰色 (N6/0) 外面タタキ後カキメ 。内而に当具痕。 II 

88 II 粕良 ＂ 昭灰色 (N3/0) 外面に平行タタキメ、自然釉。内1(1iに当具痕。 II 

89 II II II 黒色 (N2/0) 外而に平行タタキメ 。 自然釉。l人11friに当具痕。 II 

90 ＂ 
II II 暗灰色 (N3/0) 外面に平行タタキメ、自然釉。内1f1iに当具痕。 II 

91 ＂ ＂ ＂ 灰色 (N5/0) 外面に平行タタキメ 。内面に当具．痕。 ＂ 
92 ＂ 礫少 II 明1'r灰色 (5B 7 /1) 外面に、ド行タタキメ 。内而に当具痕。 ＂ 
93 ＂ 礫多 II 賠灰色 (N3/0l 外1[liに平行タタキメ、自然釉、杯が溶殆。 ＂ 
94 須恵器大咄胴部 粕良 II 黒色 (N2/0) 外而タタキ後カキメ 。内面に当具艇、一部ナテ。^ II 

95 須心器中打＇！猥胴部 II II i'i灰色 (5B 6/1) 外J(fiタタキ後カキメ 。内面に当具批。 ＂ 
96 II 礫多 II 灰色 (N6/0) 外l面タタキ後カキメ 。内面に 当具艇、一部ナデ。 II 

97 II 粕良 ＂ 赤灰色 (2.5Y R 5/1) 外而タタキ後カキメ 。内血に当具脹。 ＂ 
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番号 種 別 胎土 焼成 色 調 成形 ・調整その他の特徴。 出土位罹

98 須恵器中型甕胴部 精良 墜緻 灰色 (N6/0) 外面タタキ後カキメ。内面に当具痕。 1 TS A 

99 須恵器壺底部付近 礫多 II 緑黒色 (lOG2/l) 内外面回転ヨコナデ。フラスコ形壺か。 ＂ 
100 須恵器高杯脚部 II 軟竹 暗青灰色 (5B 4/1) 長脚二段二方透。節帯外面カキメ 。 ＂ 
101 須恵器器台脚部 II 堅緻 青灰色 (10B G 6/1) 長方形三方透。外而カキメ、 3条の沈線。 II 

102 須恵器高杯脚部
＂ ＂ 灰色 (N5/0) 基部端面に凹線。内外面回転ヨコナデ。 II 

103 須恵器甕口縁部 精良 ＂ 青灰色 (IOB G 5/1) 内外面回転ヨコナテ。外面に 2条の凸帯、波状文。 II 

104 II 礫多 ＂ 暗青灰色 (5PB 4/1) 内外面回転ヨコナテ。外面に凹線、波状文。 II 

105 ＂ 
II 

＂ 灰色 (N6/0) 内外面回転ヨコナデ。外面に凹線、波状文。 ＂ 
106 ＂ 

II 

＂ 青灰色 (BG6/1) 外面に凸帯、波4人文。内面にも波状文。 II 

107 II 精良 ＂ 暗脊灰色 (5B 4/1) 内外面回転ヨコナデ。外面に 2条の凸帯、波状文。 ＂ 
108 ＂ 

II II 暗灰色 (N3/0) 外面にカキメ、波状文。内面回転ヨコナデ。 ＂ 
109 II 粘良 II 緑灰色 (7.5 CY 6/1) 外面に凸帯と櫛状工具による刺突文。 !TSA ・ SC 

110 ＂ 礫多 II 灰色 (lOY4/1) 外面に凸帯と波状文。内面に輪柏痕。 lTSA 

111 ＂ 礫少 ＂ 灰白色 (N7/0) 外面に平行沈線、斜方向の平行タタキメ 。 II 

112 II 礫多 ＂ 青灰色 (5PB6/1) 外面に凸帯と波状文。凸帯は貼付けによる 。 II 

113 須恵器猥胴部 礫少 II 灰色 (10Y 6/1) 外面にカキメ、沈線、波状文。 ＂ 
114 ＂ 礫多 II 青灰色 (SPB6/1) 外面回転ヨコナデ後、凸帯、波状文。 II 

115 II 礫少 II 青灰色 (5B 5/1) 外面に平行タタキメ 。内面に当具痕。 II 

116 普通円筒埴輪口縁部 礫多 ＂ 橙色 (2.5Y R6/6) 外面タテハケ。内面ヨコハケ。口悟内側か尖る 。 II 

117 普通円筒埴輪胴部 II 

＂ 橙色 (2.5YR6/6) 外面タテハケ。内面ヨコハケ。凸幣は低い M字。 ＂ 
118 II 

＂ 
II 橙色 (2SY R6/6) 外面タテハケ。内面ヨコハケ。凸;m:は低い M字。 ＂ 

119 II II II 橙色 (2.SYR6/6) 外而タテハケ。内面ヨコハケ。凸帯は低いM字。 II 

120 II 礫少 II 赤色 (lORS/6) 外面タテハケ。内面ナナメハケ。透孔は直線的。 ＂ 
121 普通円筒埴綸胴部 礫多 II 橙色 (2.5YR7/6) 凸帯部分ヨコナテ‘ 。̀内面ナナメハケ。透孔。 II 

122 II 

＂ 
II 淡橙色 (5YR8/4) 凸帯部分ヨコナデ。内面ナテ。 白色針状物質。 II 

123 II 礫少 普通 橙色 (2.5YR6/8) 外面タテハケ。内面ヨコナテ‘ 。̀凸幣は三角形状。 II 

124 /I 礫多 略緻 橙色 (25YR6/6) 外面タテハケ。内而ヨコハケ。断[hiは低い M字。 II 

125 普通円筒埴輪底部 II 

＂ 橙色 (2.5YR6/8) 外面タテハケ。内I(liナナメナテ'。 II 

126 II II II にぶい橙色 (SYR7/4) 外面タテハケ。内而ヨコナデ。 白色針状物質。 II 
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性
が
あ
る
。

次
に
、
墳
丘
の
側
面
の
周
堀
は
、
墳
丘
主
軸
に
対
し
て
平
行
せ
ず
、
く
び
れ
部
に
向
か

っ
て
伸
び
て
い
た
。
こ
の
ラ
イ
ン
を
一
直
線
に
前
方
部
へ
延
び
て
い
る
と
仮
定
し
た
場
合
、

墳
丘
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
中
堤
外
縁
部
が
「
く
」
の
字
に
な
る
こ
と
か
ら
、

く
び
れ
部
で
再
び
前
方
部
へ
向
か
っ
て
直
線
的
に
開
く
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
埼

（
註

1
)

（
註

2
)

玉
古
墳
群
で
は
愛
宕
山
古
墳
の
南
東
側
中
堤
と
鉄
砲
山
古
墳
の
前
方
部
西
側
中
堤
が
、
同

様
に
屈
曲
す
る
プ
ラ
ソ
を
と
っ
て
お
り
、
中
の
山
古
墳
の
場
合
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
可
能

次
に
、
前
方
部
の
周
堀
形
態
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
埼
玉
古
墳
群
の
周
堀
は
、
稲

る
剣
菱
形
の
形
態
を
と
る
可
能
性
が
あ
る
。

プ
ラ
ン
は
稲
荷
山
古
墳
の
長
方
形
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
。

周
堀
の
形
態

中
の
山
古
墳
は
、
二
重
の
周
堀
が
め
ぐ
り
、
中
堤
と
外
堤
を
備
え
て
い
た
。
し
か
し
、

後
円
部
後
方
の
周
堀
は
第

66
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

主
軸
に
対
し
て
斜
行
す
る
直
線
で

あ
っ
た
。
平
地
に
築
か
れ
た
前
方
後
円
墳
の
周
堀
は
主
軸
に
対
し
て
左
右
対
称
形
に
造
ら

れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
中
の
山
古
墳
の
周
堀
は
、
主
軸
線
で
尖
が
り
、

は~
ヽ

J

れ
ら
の
点
を
中
心
に
整
理
し
、

ま
と
め
に
代
え
た
い
。

い
わ
ゆ

丘
の
築
造
法
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
今
回

中
の
山
古
墳
の
発
掘
調
査
は
、
面
稼
が
少
な
か
っ
た
が
、

作
成
し
た
空
中
写
真
に
よ
る
測
量
図
で
、
細
か
な
墳
丘
の
形
状
が
把
握
で
き
た
。
こ
こ
で

ヽ

一
中
の
山
古
墳
の
墳
丘
と
周
堀
に
つ
い
て

1

,
＼
 小

結

周
堀
の
構
造
と
形
態
及
び
墳

可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

荷
山
古
墳
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
方
部
と
後
円
部
が
同
形
態
と
な
る
方
形
を
基
調
と

し
て
め
ぐ
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
中
の
山
古
墳
の
場
合
も
、
前
方
部
が
後
円
部
と
同
形

（
註

3
)

態
の
剣
菱
形
と
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
註

4
)

墳
丘
前
方
部
が
剣
菱
形
と
な
る
代
表
的
な
古
墳
に
は
、
大
阪
府
今
城
塚
古
墳
や
奈
良
県

見
瀬
丸
山
古
墳
が
あ
る
。
前
者
は
継
体
天
皇
陵
、
後
者
は
欽
明
天
皇
陵
の
有
力
な
候
補
で
、

六
世
紀
中
葉
の
早
い
時
期
か
ら
六
世
紀
後
半
に
か
け
て
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
周
堀
、

（
註

5
)

墳
丘
と
も
剣
菱
形
の
例
は
、
大
阪
府
河
内
大
塚
山
古
墳
が
あ
る
。
中
の
山
古
墳
の
周
堀
形

態
も
こ
れ
ら
畿
内
大
王
陵
の
周
堀
や
墳
丘
形
態
と
共
通
す
る
部
分
も
あ
り
、

墳
丘
の
現
状
と
復
原

な
ん
ら
か
の

中
の
山
古
墳
の
墳
丘
主
軸
長
は
七
九
・
ニ
妍
、
後
円
部
最
高
所
の
標
高
は
二
三
・
五
一
―
―

烙
、
前
方
部
で
は
二
三
・
八
一
脳
で
あ
る

。

平
均
的
な
現
地
表
面
一
八
•
四
妍
か
ら
の
高

さ
で
、
後
円
部
高
五
・
一
三
脳
、
前
方
部
高
五
•
四
一
い
い
と
な
る

。

墳
丘
の
遺
存
状
態
は
前
方
部
で
良
好
な
の
に
対
し
て
、
後
円
部
は
か
つ
て
畑
地
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
細
長
く
変
形
し
て
い
た
。
ま
た
、
後
円
部
墳
頂
に
も
土
取
り
の
痕
跡
が
あ

か
ろ
う
と
や
ま

る
。
中
の
山
古
墳
に
は
唐
櫃
山
の
別
称
が
あ
り
、
古
く
、
石
椰
ら
し
き
も
の
が
出
土
し
た

と
い
う
伝
承
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
盗
掘
跡
と
み
ら
れ
る
。
横
穴
式
石
室
を
内
包
し
て
い
る

墳
丘
平
面
形
の
復
原
案
は
、
第

66
図
の
よ
う
に
、
前
方
部
前
端
が
剣
菱
形
と
想
定
し
た

場
合
、
後
円
部
の
直
径
と
前
方
部
の
長
さ
が
等
し
く
な
る
。
次
に
、
遺
存
状
態
の
よ
い
前

こ
れ
は
、

方
部
西
隅
の
稜
線
と
主
軸
の
交
わ
る
位
置
か
ら
、
前
方
部
前
長
と
後
長
も
等
し
く
な
る
。

（
註

6
)

（
註

7
)

上
田
宏
範
氏
の
六
・
三
・
三
形
に
対
応
し
、
石
部
氏
ら
の
八
区
型
に
該
当
す
る
。

墳
丘
の
盛
土
を
ど
こ
か
ら
得
た
か

関
連
が
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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第66図 中の山古墳想定復原図

（註）

1

杉
崎
茂
樹
、
他
『
愛
宕
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
一
九
八
五

2

杉
崎
茂
樹
、
他
『
鉄
砲
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
一
九
八
五

3
埼
玉
古
墳
群
で
は
、
瓦
塚
古
墳
前
方
部
の
中
堤
が
、
前
面
で
剣
菱
形
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
中
の
山
古
墳
に
も
、

そ
の
設
計
型
が
採
用
さ
れ
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
。

4

石
部
正
志
•
田
中
英
夫
•
宮
川
徒

・

堀
田
啓
一
「
畿
内
大
形
前
方
後
円
項
の

築
造
企
画
に
つ
い
て
」
『
考
古
学
研

究
』

89

一
九
七
九
の
中
で
今
城
塚
古
墳
と
河
内
大
塚
山
古
墳
の
例
を
挙
げ
、
11

剣
菱
形
前
方
部
“
を
仮
称
と
し

て
用
い
て
い
る
。
石
部
は
、
そ
の
後
、
見
瀕
丸
山
古
墳
も
剣
菱
形
に
推
定
復
原
し
て
い
る
。

5
『
大
阪
府
史
』
第
1
巻
一
九
七
八
で
森
浩
一
は
、
後
円
部
に
巨
石
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
横
穴
式
石

室
を
も
つ
六
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
の
古
墳
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
規
模
や
、
埴
輪
を
出
土
し
な
い
点
で
、
見

瀕
丸
山
古
墳
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

6

上
田
宏
範
『
前
方
後
円
墳
』
第
2
版
一
九
七
九

註
4
文
献
参
照

墳
丘
の
約
一

”Jvl
ま
で
（
墳
裾
テ
ラ
ス
面
か
ら
の
計
測
）
は
削
り
出
し
成
形
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

8
 

7
 

こ
の
工
程
で
得
ら
れ
る
総
土
量
を
試
算
す
る
と
、
約
八
四

0
0立
方
ぃ
が
と
な
り
、

一
部
の
成
果
を
も
と
に
試
み
た
も
の

当
然
、
修
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。
将
来

の
整
備
の
た
め
に
も
、
今
後
の
継
続
的
な
調
査
に
よ
る
デ
ー
ク
の
集
稜
が
望
ま
れ
る
。

で
ヽ

最
後
に
な
っ
た
が
、
今
回
提
示
し
た
復
原
案
は
、

要
な
足
場
を
埋
め
戻
し
て
成
形
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

ら
れ
る
。

が
崩
壊
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
古
墳
築
造
過
程
で
、

を
削
平
し
た
後
、
内
瑯
丁
と
外
堀
を
標
高
一
七
．

0
妍
付
近
ま
で
掘
削
し
て
い
る
も
の
と
見

土
や
石
の
搬
入
に
必

傾
斜
を
も
っ
た
版
築
層
が
観
察
さ
れ
た
。
他
の
部
分
で
は
、
恐
ら
く
、

（
若
松
良
一
）

古
墳
の
築
造
過
程
で
は
、

い
っ
た
ん
、

ち
、
第

1
ト
レ
ソ
チ
中
堤
内
側
肩
部
で
は
、

埋
め
戻
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
外
上
が
り
の

こ
れ
を
基
準
に
掘
削
土
量
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

当
時
の
地
表
面
の
棚
高
が
現
地
表
よ
り
も
高
く
、

一
に
も
満
た
ず
、

不
足
分
の
採
土
場
が
ど
こ
な
の
か
疑
問
で
あ
っ
た
。

噴
出
火
山
灰

(
F
A
)
を
含
む
旧
表
土
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
墳
丘
下
黒
色
土
上
層
は
当

時
の
地
表
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
周
堀
の
掘
削
土
量
を
計
算
し
て
も
墳
丘
土
量
の
二
分
の

し
か
し
、
今
回
、

（
註

8
)

一
八
・
六
四
妍
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

中
堤
上
面
の
標
高
一
八
．

0
妍
付
近
ま
で
周
囲

中
堤
お
よ
び
外
堤
の
階
段
状
遺
構
に
つ
い
て

堀
底
の
貼
土
と
、
中
堤
の
盛
土
も
ま
か
な
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第

2
ト
レ
ソ
チ
で
は
、

墳
丘
盛
土
下
に
六
世
紀
初
頭
の
降
下
と
さ
れ
る
榛
名
山
ニ
ッ
岳

こ
の
う

A
区
中

こ
の
ほ
か
、
墳
裾
テ
ラ
ス
部
の
掘
削
と
外
堤
部
の
成
形
で
得
ら
れ
る
土
量
に
よ
っ
て
、

第

1
ト
レ
ソ
チ
の
中
堤
内
側
肩
部
と
外
堤
肩
部
、
第

2
ト
レ
ソ
チ
外
堤
肩
部
、

堤
内
側
肩
部
に
は
、
階
段
状
に
掘
り
込
ま
れ
た
フ
ラ
ッ
ト
な
面
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
の
埋
め
戻
し
土

墳
丘
盛
土
量
を
ま
か
な
い
う
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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中
の
山
古
墳
か
ら
は
底
部
を
焼
成
前
に
穿
孔
し
た
須
恵
質
の
壺
形
土
器
と
、
朝
顔
形
円

箇
埴
輪
に
器
形
の
類
似
す
る
須
恵
質
焼
成
品
が
多
量
に
出
土
し
た
。
前
者
は
最
低
ニ
―
個

こ
れ
ら
は
、
墳
丘
や
中
堤
か
ら
周
堀
内
に
転
落
し
た
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
昭
和
六

一
年
度
に
行
田
市
教
育
委
員
会
が
墳
丘
東
側
の
内
堀
部
分
を
調
査
し
た
際
に
も
、
同
様
の

も
の
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、

本
来
は
円
筒
埴
輪
の
よ
う
に
墳
丘
を
囲
饒
し
、

須
恵
質
の
底
部
穿
孔
壺
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
埴
輪
壺
や
底
部
穿
孔
土
師
器
と
は
時
間

的
な
隔
た
り
が
大
き
く
、
平
底
を
も
つ
こ
と
か
ら
も
別
系
統
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
製
作
技
法
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
調
整
と
し
て
、
胴
部
に
タ
テ
ヘ
ラ
ナ
デ
、

に
タ
テ
ハ
ケ
を
用
い
る
点
に
、

や
や
特
殊
性
が
あ
る
も
の
の
、

口
縁
部

回
転
台
を
使
用
し
て
カ
キ

メ
調
整
を
施
す
点
や
還
元
焼
成
か
ら
、
須
恵
器
工
人
が
製
作
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
理
由
か
ら
、
須
恵
器
の
技
法
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
、
埴
輪
的
な
性
格
を
も
っ
た
壺

と
し
て
、
須
恵
質
埴
輪
壺
の
名
称
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。

一
方
、
須
恵
質
朝
顔
形
円
筒
と
呼
称
し
た
遺
物
は
、
底
面
を
も
た
ず
、
外
面
に
タ
テ
ハ

ケ
調
整
が
施
さ
れ
、
胴
部
に
円
形
透
孔
を
穿
つ
点
に
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
と
の
関
連
性
が
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
凸
帯
を
備
え
て
お
ら
ず
、

そ
れ
を
意
識
し
た
可
能
性
の
あ
る
凹
線

も
、
胴
部
を
一
巡
す
る
だ
け
で
、
頸
部
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
円
形
透
孔
は
、
こ

の
胴
部
の
凹
線
上
に
穿
孔
さ
れ
る
な
ど
、
円
筒
埴
輪
の
約
束
事
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。

須
恵
質
朝
顔
形
円
筒
は
、
肩
部
に
叩
き
整
形
が
行
わ
れ
、

ロ
縁
部
に
波
状
文
が
施
文
さ

れ
る
点
や
回
転
台
の
使
用
、
高
い
還
元
焼
成
技
術
か
ら
み
て
、

や
は
り
須
恵
器
工
人
の
製

ま
た
、
中
堤
上
に
間
隔
を
も
っ
て
樹
立
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

体
、
後
者
は
最
低
七
個
体
が
確
認
さ
れ
た
。

ヽ

二
中
の
山
古
墳
の
須
恵
質
埴
輪
壺
に
つ
い
て

9
,

、

（
註

1
)

作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
で
須
恵
質
埴
輪
壺
と
須
恵
質
朝
顔
形
円
箇
は
、

須
恵
器
技
法
を
用
い
な
が
ら
、

円
箇
埴
輪
の
特
徴
を
、
す
べ
て
備
え
た
東
海
地
方
の
須
恵

こ
れ
ら
は
埼
玉
古
墳
群
で
は
初
め
て
の
出
土
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
他
の
地
域
で

も
類
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
出
雲
地
方
の
子
持

出
雲
の
子
持
壺
（
第

67
図

1
.
2
)
は
、
親
壺
の
底
部
が
な
く
、
仮
器
と
し
て
の
性
格

が
強
い
。
初
期
の
も
の
は
、
脚
台
部
が
ラ
ッ

・ハ
状
に
開
く
器
形
を
も
ち
、

石
室
内
や
墳
丘

上
に
据
え
置
か
れ
た
も
の
だ
が
、
六
世
紀
中
葉
以
降
は
大
型
古
墳
の
墳
丘
に
、

て
樹
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
と
ま
っ

（
註

2
)

岡
田
山
一
号
墳
な
ど
、
埴
輪
と
共
伴
す
る
例
も
あ
る
。
出

雲
地
方
の
子
持
壺
に
は
、
埴
輪
と
同
様
の
性
格
を
も
っ
た
仮
器
的
須
恵
器
の
出
現
と
い
う

一
方
、
須
恵
質
埴
輪
壺
の
系
譜
を
考
え
る
上
で
は
、

参
考
と
な
ろ
う
c

百
済
系
と
い
わ
れ
る
平
底
壺
も
、

百
済
系
の
平
底
壺
（
第

67
図

3
し

10)
は
平
底
の
安
定
し
た
器
形
の
壺
で
、
胴
部
は
丸

味
が
強
い
も
の
と
、
長
胴
の
も
の
が
あ
る
。
特
に
、
後
者
の
器
形
は
、
中
の
山
古
墳
の
須

恵
質
埴
輪
壺
に
類
似
し
、

い
ず
れ
も
短
か
い
口
緑
部
が
付
く
。
こ
れ
ら
は
、
西
は
九
州
か

ら
東
は
関
東
地
方
の
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。
年
代
的
に
は

TK208
型
式
か
ら

TK217
型
式

に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
五
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
の
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
製
作
さ
れ

（
註
3
•
4

)

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
部
の
例
外
を
除
け
ば
、

器
高
二
〇
し
三
〇
心
レ
岐
の
小
型
品
で
、

底
部
を
穿
孔
す
る
も
の
や
、
墳
丘
に
多
数
樹
立
し
た
例
は
、
今
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、

口
縁
端
部
に
は
、
陶
質
土
器
や
赤
焼
土
器
と
同
様
な
凹
線
の
巡
る
例

(
4

百
済
系
平
底
壺
は
、

意
味
で
、
中
の
山
古
墳
の
遺
物
と
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

壺
は
い
く
つ
か
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

質
埴
輪
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
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（註）

1

須
恵
質
朝
顔
形
円
筒
は
、
胎
土
が
精
良
で
白
色
針
状
物
質
を
少
蘇
含
む
。
須
恵
器
甕
の
一
部
に
は
、
こ
れ
と
胎
土

・
焼
成
の
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
一
方
、
須
恵
質
埴
輪
壺
は
白
色
針
状
物
質
を
含
ま
ず
、
長
石
を
多
醤
に
含
ん
で

い
る
。
両
者
は
生
産
地
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

2

昌
子
寛
光
「
出
雲
の
子
持
壺
」
『
古
文
化
談
叢
』
第
一
八
集
一
九
八
七

3

田
ロ
一
郎
「
伊
熊
古
墳
」
『
東
国
に
お
け
る
古
式
須
恵
器
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
第
八
回
三
県
シ

ソ
ポ
ジ
ウ
ム
一

九
八
七

4

大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会
『
弥
生
・
古
墳
時
代
の
大
陸
系
土
器
の
諸
問
題
』
一
九
八
七

5

中
の
山
古
墳
出
土
の
高
坪

(102)

の
脚
端
部
に
も
共
通
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

6

群
馬
県
か
ら
埼
玉
県
北
部
に
か
け
て
の
分
布
が
知
ら
れ
、
埼
玉
鉄
砲
山
古
墳
や
菖
蒲
天
王
山
塚
古
墳
か
ら
も
出
土

し
て
い
る
。

7

中
の
山
古
墳
か
ら
も
円
箇
埴
輪
片
が
出
土
し
て
い
る
が
、
出
土
巌
が
少
籠
す
ぎ
る
こ
と
と
、
一
部
に
台
形
状
の
凸

帯
や
長
方
形
と
推
定
さ
れ
る
透
孔
を
も
つ
も
の
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
混
入
の
可
能
性
が
高
い
。

れ
な
い
。

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、

そ
の
性
格
か
ら
み
て
全
国
最
後
の
埴
輪
の

（
若
松
良
一
）

っ
と
い
え
る
か
も
し

中
の
山
古
墳
の
被
葬
者
の
、

（
註

5
)

•
9
)
が
あ
り
、
中
の

山
古
墳
例
と
の
間
に
共
通
性
が
見
出
せ
る
。

百
済
系
の
平
底
壺
を
大
型
に

製
作
し
、
底
部
を
穿
孔
し
て
仮
器
化
し
た
も
の
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
今
後
、

中
の
山
古
墳
の
須
恵
質
埴
輪
壺
と
須
恵
質
朝
顔
形
円
筒
の
編
年
的
位
置
は
、
伴
出
の
須

立
ち
上
が
り
部
の
短
い
蓋
坪
、
長
脚
二
段
二
方
透
高
坪
、
頸
部
に
補
強

（
註

6
)

凸
帯
を
も
つ
大
甕
が
あ
り
、

六
世
紀
末
な
い
し
七
世
紀
初
頭
に
比
定
さ
れ
よ
う
。

（
註

7
)

埼
玉
古
墳
群
で
は
、
他
の
前
方
後
円
墳
が
い
ず
れ
も
円
筒
埴
輪
を
備
え
て
い
る
の
で
、

中
の
山
古
墳
は
、
埴
輪
消
滅
後
に
築
か
れ
た
最
後
の
前
方
後
円
墳
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

埴
輪
消
滅
後
に
、

異
常
な
ま
で
の
埴
輪
祭
祀
の
伝
統
へ
の
固
執
を
示
す
も
の
で

そ
の
代
替
品
と
し
て
、
特
殊
な
仮
器
を
採
用
し
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
特
徴
は

TK43
型
式
に
類
似
す
る
が
、

や
や
新
し
い
要
素

恵
器
の
な
か
に
、

周
辺
の
須
恵
器
の
系
譜
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う

0

以
上
の
検
討
か
ら
、
中
の
山
古
墳
の
須
恵
質
埴
輪
壺
は
、

澤
吟
窯
碑
而
葦
澤
如

巫
澤
澤
澤
碑
睾
碑
澤

3
 5

 澤
砂
磁
碑
澤
澤
澤
~
~

j
,
1
0
"
＂＂"＂H
ぃ，＇

7
 

6
 

，
 

10 

― 一第67図 出雲地方の子持壺と百済系平底壺（縮尺は 1~ 2が焔、3 ~ 10か孤）

。 出毒地方の—f•持壺 1.上塩冶築山古瑣 2.岡田山 1号J:ft 。百済系平底壺 3.群馬県久保逍跡 (TK 10並行）

4. 奈良県新沢千塚第281号墳 5. 埼土県広木大町第 9号坑 6.群馬県伊熊古梢 (TKIO並行） 7.群馬県権現山

2号瑣 (MT15~ T K10並行） 8.群馬県忠下古柑 (MT15並行） 9.輻岡県広石 I-1号瑣 (TK43並行）

10.奈良県石光山第43号瑣 (TK217並行）
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が
ヽ

A
類
と

B
類
は
、
同
時
に
供
給
さ
れ
た
と
は
い
い
切
れ
な

り
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

の
築
造
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

（
若
松
良
一
）

六
世
紀
中
葉
と
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

墳
を
対
象
と
し
た
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、

こ
れ
ら
を
包
括
す
る
埼
玉
古
墳
群
の
中
型
前

今
回
の
報
告
は
、
奥
の
山
古
墳
、

ま
た
、 VI

ま

と

め

瓦
塚
古
墳
、
中
の
山
古
墳
の
三
基
の
中
型
前
方
後
円

方
後
円
墳
の
埴
輪
が
提
起
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
整
理
を
行
い
、

奥
の
山
古
墳
と
瓦
塚
古
墳
の
円
筒
埴
輪
は
、

ま
と
め
に
か
え
た
い
。

奥
の
山
古
墳
か
ら
は
弾
琴
像
を
は
じ
め
と
す
る
人
物
埴
輪
や
、
動
物
埴
輪
、
器
財
形
埴

輪
、
家
形
埴
輪
が
破
片
な
が
ら
も
各
種
に
わ
た
っ
て
出
土
し
た
。
そ
の
種
類
構
成
及
び
製

作
技
法
は
瓦
塚
古
墳
の
場
合
と
非
常
に
共
通
性
が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
両
古
墳
の
間

で
埴
輪
祭
祀
の
内
容
が
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
一
方
、
両
者
が
極
め
て
近
接
し
た
時
期

そ
れ
ぞ
れ

A
類
と

B
類
に
分
類
さ
れ
る
が
、

A
類
と

B
類
は
、
胎
土
・
焼
成
・
色
調
・
調
整
技
法
・
凸
帯
の
形
状
が
相
違
す
る
の
で
、

別
個
の
埴
輪
窯
跡
で
製
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
た
。
両
古
墳
の

A
類
は
螢
光
X
線
分
析
で

は、

Fe
を
多
量
に
含
む
点
な
ど
か
ら
、
鴻
巣
市
生
出
塚
埴
輪
窯
の
製
品
と
推
定
さ
れ
た
。

両
古
墳
の

B
類
は
未
知
の
窯
の
製
品
と
推
定
さ
れ
た

（
自
然
科
学
分
析
編
参
照
）

い
わ
ゆ
る
白
色
針
状
物
質
を
含
む
こ
と
か
ら
、
比
企
地
方
産
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

た
。
特
に
円
筒
埴
輪
と
胎
土
の
共
通
す
る
両
古
墳
の
形
象
埴
輪
の
形
態
や
製
作
技
法
の
検

（
註
］
）

討
で
は
、
東
松
山
市
桜
山
埴
輪
窯
の
製
品
と
の
類
似
性
が
高
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
奥
の
山
古
墳
と
瓦
塚
古
墳
で
は
、
ニ
ヶ
所
の
埴
輪
窯
か
ら
埴
輪
の
供

給
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
が
、

（
註

2
)

い
。
そ
こ
で
、
同
類
同
志
を
比
較
し
た
場
合
、
奥
の
山
古
墳
の

B
類
は
台
形
状
で
、
調
整

の
丁
寧
な
凸
帯
を
備
え
て
お
り
、
瓦
塚
古
墳
の
低
平
な

M
字
形
凸
帯
を
備
え
る

B
類
よ
り

先
行
し
、
逆
に
瓦
塚
古
墳
の

A
類
は
同
じ
理
由
で
奥
の
山
古
墳
の

A
類
よ
り
先
行
す
る
と

る
こ
と
に
な
り
、
両
者
に
時
間
差
が
あ
る
こ
と
を
間
接
的
に
示
し
て
い
よ
う
。

（
註

3
)

一
方
、
瓦
塚
古
墳
の
幻
類
円
筒
埴
輪

(169)
は
、
愛
宕
山
古
墳
の

B
類
円
筒
埴
輪
と
、

胎
土
・
焼
成
・
色
調
・
調
整
技
法
・
凸
帯
の
形
状
に
わ
た
っ
て
著
し
く
類
似
し
て
お
り
、

近
接
し
た
時
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
た
が
、
愛
宕
山
古
墳
の

B
類
に
は
第
一

段
が
長
く
な
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
、
瓦
塚
古
墳
の

A
類
よ
り
後
出
的
と
い
え
る
。

以
上
の
比
較
検
討
か
ら
、
奥
の
山
古
墳
と
瓦
塚
古
墳
及
び
愛
宕
山
古
墳
は
、
共
に
近
接

（
註

4
)

し
た
時
期
の
築
造
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
期
は
瓦
塚
古
墳
出
土
の
須
恵
器
を
参
考
に
し
て
、

な
お
、
中
の
山
古
墳
に
つ
い
て
は
、
埴
輪
生
産
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
六
世
紀
末
か
ら

七
世
紀
初
頭
の
築
造
と
推
定
さ
れ
、
須
恵
質
埴
輪
壺
は
埴
輪
の
代
替
品
と
し
て
、
須
恵
器

エ
人
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
、

百
済
系
乎
底
壺
と
関
連
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
奥
の
山
古
墳
と
瓦
塚
古
墳
に
、

近
隣
の
生
出
塚
窯
か
ら
だ
け
で
な

く
、
比
企
地
方
か
ら
も
埴
輪
の
供
給
が
推
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
埴
輪
生
産
が
地
域
首
長
の

管
掌
下
に
お
か
れ
、

貢
納
的
性
格
を
も
っ
と
考
え
た
場
合
、
埼
玉
政
権
の
権
力
基
盤
の
拡

（註）

1

人
物
埴
輪
の
腕
に
お
け
る
木
芯
中
空
技
法
、
指
の
個
別
製
作
、
下
端
に
突
起
の
付
く
特
殊
な
美
豆
良
の
存
在
な
ど
。

（
水
村
孝
行
他
『
桜
山
窯
跡
群
』
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
八
二
参
照
）

2
若
松
良
一
「
同
一
古
墳
に
お
け
る
円
筒
埴
輪
の
多
様
性
の
分
析
」
『
法
政
考
古
学
』
第
七
集
一
九
八
二

3

杉
崎
茂
樹
『
愛
宕
山
古
墳
』
埼
玉
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
第
三
集
一
九
八
五

4
愛
宕
山
古
墳
は
、
長
方
形
透
孔
と
台
形
凸
帯
を
も
つ
円
筒
埴
輪
に
依
拠
し
て
二
子
山
古
墳
と
近
接
す
る
時
期
の
築

造
と
推
定
さ
れ
た
が
、
こ

の
特
徴
を
も
つ
円
筒
埴
輪
片
は
総
体
に
占
め
る
割
合
が
極
め
て
低
く
、
ま
た
小
片
の
た
め
、

混
入
の
可
能
性
も
あ
り
、
現
状
で
は
、
主
体
的
存
在
で
あ
る

A
類
と

B
類
を
基
準
に
年
代
を
推
定
し
た
方
が
誤
り
な

い
も
の
と
考
え
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
は
、

A
類
と

B
類
が
同
時
に
供
給
さ
れ
た
と
考
え
る
と
矛
盾
を
生
じ

い
う
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
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瓦塚古柑 第 1トレンチ全梨 (J:j}丘側から ）

圃上辿物出土状況 （外堤側から ）



図
版
九

瓦塚古瑣 第 2トレ ンチ土層（墳丘）

’ 

っr : ,, . •.. 
，ヽー ・

ベ• “' •.巧呟‘グ 9 9f 9 ,． ． 
.、. ¢・ ' .9. ; ..t  ,,・.. . i.,..... ;._...-・' 

'I"'. 、'.．‘ :• 9,．．9 •ヽ ・：：． ． 
., '',. . I, ', 
l, [ ; ,  J . • 

I‘‘ ‘’ 、 • ・ふ

．̀ ・ ' • 没 9 '•. ＇”.9 

3.:  ．．．．， 」． ．、ケ 9

¢ ” ノり．

.'•.ヽ
'.,.. ..''t: ・・.. .. r 

,̀ a 」̀.': t.・ ・/1・ゞ
••. 99.'.  3 

；『

:'’・ : •4 
”ヽ・: ・' 
・c' ..'. ''.

ら ‘ . ．•・,. : :'•. . .. ・,... 
}． i •' . 

, } 

9

9
 

．
9.

ょ
'

：
ュ
：
’

P

9

)
・

,

1,

9今，
．．
 

＊

3
f
;
 

．`
 

9.
.

9
.

｀
 

•· 

•
'
し
・

.9
 

囀

．

．

 

_
 

••• 
5ゞ

8
C

ぐ`＂，．

.

,

 

.

.

 

9
 

．

．

 

．^ 

3
 、.

9,
．
 

•4,. 

•f
.
9

寸

．

a

,

 ．

．
 

ヽ',
9 , 

.々
J3 ‘ 

: . A• 

ふ≫ ”

・`ん さ

, 1 ` 
，ヽ 

9

.
 

ノ
‘

.

:
.,-.,・ J

‘ ”’ ． ヽ

ヽ
， 

妥

・グ、

.̀ `  t.々.,. ·~ 
9 、
ロ`

r
 

た‘

f

J

 

ヽ

， ～ヽ ．

p 
； 

＇ 、 4

＞
 t

.
6
 

..冷．． 
今••‘

入 -S`ヽ＂． 令寒

•9 S ̂  .., 
,•こ＾さ、
→̀ っ/今

＇` 、． .. 
．． 

a 

｀ 

同 上 第 3トレンチ周堀立ち上かり部



瓦塚古墳出土逍物 1 （円筒埴輪完形品：正面）

図
版
一
〇

同左 （左側面）

同上2 （円筒埴輪片）



図
版

110 

32 

瓦塚古墳出土遺物 3 （円筒埴輪片）

ヽ
一＼ 

i 

f’ 
｛， 

, I 

6こ
←-‘ さ

" 9, 

． ・文．疇，・

[・、山’'，→.．
-，- -4 ~ 

～ナ・
；＇ ： ．← ・

:， ｀”・  9’: 
.. --- ｀ ング・ • F-• 

l ---. -＼，＇， 

ヽ．ニ-二/＇』✓ 132 

.
<
 ＇ 

i
 

•

[ 

9-
.
,
9
 

．
~
ヽ

ぐ

・
鼻

/̀
 

•i 

6
 

、急
ー

し

7
 

/・ 

ヽ

3

・シ

〇

ヽ

し

ヽ
・

9

,

)

 

7
 

,
9
-

}

L

^

 

．
 

．．
 
し

]
．

冒

r べ‘

゜
5
 

一i
 

"‘
 

.~

t

3  ̀
~
 

.~ 
．
．
 

、
|
'

•· 

9:-
/9

•~

• 

，
 ィ

・し
し

9

同 上4 （円筒埴輪片）



83 

← 

203 

図
版
―
二

204 

瓦塚古墳出土辿物 5 （ 円筒埴輪片•朝顔形円筒埴輪片・形象埴輪片 ）

201 

194 

同 上6 （須悲器片）



図
版
一
三

中の山古墳空中写真（全景）
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中の山古坦 第 1トレンチ全景
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中の山古損 第 1トレンチ内堀の追物出土状況

同上 第 2トレンチ （中堤から内堀と屈丘を望む）
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中の山古屈 A区（内堀の外側隅角部）

同上 B区 （外堀の外側ll1'J}角部）
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